
分
裂
病
は
は
じ
め
早
発
療
呆
ｅ
の
言
の
言
画
冒
四
①
８
×
）
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
エ
ミ
ル
・
ク
レ
ペ
リ
ン
（
固
邑
厚
四
ｇ
の
言
、
一
八

五
六
’
一
九
二
六
）
が
提
唱
し
た
早
発
凝
呆
の
概
念
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
こ
の
報
告
の

第
一
の
目
的
で
あ
る
。
呉
秀
三
に
よ
っ
て
ク
レ
ペ
リ
ン
の
体
系
を
う
け
と
っ
た
日
本
の
精
神
科
医
に
は
新
概
念
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
戸
惑

い
・
苦
労
は
あ
ま
り
な
く
、
「
そ
れ
は
単
に
新
し
い
権
威
を
迎
え
る
態
度
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
舶
来
の
思
想
を
権
威
と
し
て
無
批
判
に
扱

（
ワ
ム
）

う
傾
向
が
こ
ん
に
ち
に
も
あ
る
こ
と
は
情
け
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
と
く
人
も
い
る
。
こ
の
言
は
、
世
界
保
健
機
関
の
門
己
冒
房
冒
昌
冒
邑

（
３
）

聾
昌
の
胃
巴
Ｑ
四
段
三
の
呂
○
冒
旦
目
め
①
閉
の
印
画
且
需
冒
＆
函
①
四
三
堂
〕
『
○
三
の
目
の
）
や
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の
ロ
め
宮
ｅ
国
瞥
○
巽
言
四
一
己
聾
山
鳥
胃

（
４
）
旬
、

三
四
昌
邑
旦
冨
①
一
〕
国
一
目
⑳
○
ａ
①
『
、
）
が
か
わ
る
や
い
な
や
い
ち
は
や
く
大
量
の
論
文
を
生
産
す
る
川
本
精
神
医
学
界
の
現
状
へ
の
批
判
と
し
て

精
神
科
で
あ
つ
か
う
病
気
の
範
囲
は
近
年
、
と
く
に
非
精
神
病
性
の
も
の
に
お
お
き
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
が
、
分
裂
病
（
あ
る
い
は
精
神
分

裂
病
、
こ
の
あ
と
一
般
的
に
は
単
に
「
分
裂
病
」
と
し
る
す
）
は
今
で
も
精
神
疾
患
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
大
な
病
気
で
あ
る
。
一
九
九
○
年
の

（
１
）

患
者
調
査
の
数
字
を
み
る
と
、
精
神
障
害
に
よ
る
受
療
患
者
は
四
五
三
、
八
○
○
人
、
う
ち
分
裂
病
が
二
三
八
、
六
○
○
人
（
全
体
の
五
二
・

六
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
患
者
調
査
で
は
外
来
患
者
の
把
握
が
不
充
分
で
、
精
神
疾
患
を
も
っ
た
人
の
数
に
し
め
る
分
裂
病
を
も
っ
た
人
の
比
率
は
、

こ
れ
よ
り
は
か
な
り
ひ
く
い
）
。

日
本
に
お
け
る
早
発
凝
呆
ｌ
「
（
精
神
）
分
裂
病
」
概
念
の
受
容

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
一
号
平
成
七
年
三
川
十
三
Ｈ
受
付

平
成
八
年
三
川
二
十
Ⅱ
発
行
γ
成
七
年
十
一
川
十
六
Ⅱ
受
理

岡
田
靖

雄

（3）



は
あ
た
っ
て
い
る
が
、
早
発
擬
呆
概
念
の
受
容
は
そ
う
単
純
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
○
八
年
に
ス
イ
ス
の
オ
イ
ゲ
ン
・
ブ
ロ
イ
レ
ル
自
侭
の
二
国
①
匡
百
、
一
八
五
七
’
一
九
三
七
）
は
、
早
発
癖
呆
概
念
を
修
正
す
る
分
裂

病
ａ
ｎ
三
Ｎ
（
〕
ｇ
『
の
己
の
）
の
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
の
《
の
、
三
Ｎ
（
）
９
吋
①
ヨ
①
》
に
た
い
し
「
（
精
神
）
分
裂
病
」
の
訳
語
が
定
着
す
る
ま
で
の
経
過
を

お
う
こ
と
が
、
こ
の
報
告
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

ま
ず
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
精
神
病
学
に
お
け
る
早
発
厩
呆
概
念
の
成
立
か
ら
、
分
裂
病
概
念
の
提
唱
に
い
た
る
過
程
を
、
主
と
し
て
西
丸
四
方
の

（
５
）

記
述
（
一
九
七
五
年
）
に
そ
っ
て
手
み
じ
か
に
た
ど
っ
て
お
こ
う
。

早
発
擬
呆
（
烏
目
①
己
の
①
冒
胃
○
８
）
の
語
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
の
モ
レ
ル
伝
国
巨
○
国
、
一
八
○
九
’
一
八
七
三
）
が
累
代
変
質
過
程
の

一
分
症
と
し
て
一
八
六
○
年
に
記
載
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
今
日
の
分
裂
病
破
瓜
病
型
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

破
瓜
病
田
８
８
胃
の
己
①
）
は
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
（
【
胃
届
且
君
侭
【
四
三
冨
匡
目
、
一
八
二
八
’
一
八
九
九
）
が
一
八
六
五
年
に
一
種
の

思
春
期
精
神
病
と
し
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
門
下
の
ヘ
ヶ
ル
目
弓
煙
匡
画
の
島
国
、
一
八
四
三
’
一
九
○
九
）
が
一
八
七
一
年
に
具

体
的
臨
床
例
を
あ
げ
て
そ
れ
を
精
細
に
輪
郭
づ
け
、
予
後
が
絶
対
的
に
不
良
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
経
過
を
強
調
し
た
。
ま
た
緊
張
病

（
扉
一
国
ｇ
三
の
）
は
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
が
一
八
七
四
年
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
ク
レ
ペ
リ
ン
の
教
科
吉
（
倉
ｇ
冒
乞
①
且
旨
目
烏
門
扉
旨
三
四
日
の
〕
『
か
ら
↑
も
望
９
国
ｇ
①
ゞ
ゞ
）
は
一
八
八
三
年
の
第
一
版
か
ら
一
九
○
九

’
一
九
一
三
年
の
第
八
版
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
精
神
疾
患
分
類
体
系
は
版
ご
と
に
か
な
り
お
お
き
く
ち
が
っ
て
い
る
。
そ
の
第

一
版
、
第
二
版
二
八
八
七
年
）
、
第
三
版
（
一
八
八
九
年
）
に
は
早
発
癖
呆
の
記
載
は
な
く
、
一
八
九
三
年
の
第
四
版
で
早
発
凝
呆
（
の
ち
の

破
瓜
病
）
、
緊
張
病
、
妄
想
癬
呆
が
精
神
的
変
性
過
程
言
望
の
亘
の
ｇ
の
團
菌
昌
冒
鴨
冒
ｃ
諏
の
の
⑫
の
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
八
九
五
年

一
、
早
発
擬
呆
か
ら
分
裂
病
へ

Ｉ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
病
学
界
で
Ｉ

４（4）



の
第
五
版
で
は
こ
の
精
神
的
変
性
過
程
は
痴
呆
化
過
程
（
く
①
『
三
目
屋
己
鴨
冒
○
Ｎ
の
閉
の
）
と
名
を
か
え
、
粘
液
水
腫
、
ク
レ
チ
ン
病
、
麻
痘
性
痴
呆

と
と
も
に
代
謝
病
の
な
か
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
６
）

一
八
九
八
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
お
こ
な
っ
た
「
早
発
痩
呆
の
診
断
お
よ
び
予
後
に
よ
せ
て
」
の
講
演
で
ク
レ
ペ
リ
ン
は
、
早
発
療
呆

の
名
称
を
か
れ
の
名
と
と
も
に
確
立
さ
れ
た
意
味
で
つ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
早
発
癖
呆
」
は
モ
レ
ル
か
ら
か
れ
の
教
科
書
第
五
版
に
い
た
る
、

破
瓜
病
に
相
当
す
る
意
味
に
お
い
て
で
な
く
、
破
瓜
病
、
緊
張
病
、
妄
想
癬
呆
を
ま
と
め
る
も
の
と
し
て
つ
か
わ
れ
た
。
一
八
九
九
年
の
教

科
書
第
六
版
で
は
大
分
類
の
Ｖ
に
早
発
厩
呆
が
、
Ⅸ
に
躁
う
つ
性
精
神
病
が
は
い
る
、
Ｉ
わ
た
し
た
ち
が
し
る
分
類
体
系
が
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
早
発
厩
呆
は
、
比
較
的
若
年
で
発
病
し
と
く
に
感
情
面
の
荒
廃
が
つ
よ
く
て
一
種
の
癖
呆
状
態
（
こ
の
「
療
呆
」
は
情
意
面
の
減
弱
を

中
軸
と
す
る
も
の
で
、
現
在
の
一
般
的
な
用
語
法
で
の
瘻
呆
と
は
こ
と
な
る
）
に
い
た
る
（
つ
ま
り
、
若
年
発
病
と
癬
呆
と
い
う
転
帰
と
を
診
断
規
準
と

す
る
）
疾
患
と
定
義
さ
れ
、
ま
た
内
因
精
神
病
は
早
発
療
呆
と
躁
う
つ
病
と
に
二
大
別
さ
れ
た
。
一
九
○
四
年
の
教
科
言
第
七
版
も
こ
の
点
は

（
７
）

一
九
○
九
’
一
九
一
三
年
の
教
科
書
第
八
版
（
早
発
擬
呆
に
関
す
る
部
分
は
一
九
一
三
年
）
で
は
、
大
分
類
Ⅸ
の
内
因
性
痴
呆
（
の
一
己
ｏ
鴨
邑
①

く
の
『
匡
且
匡
侭
）
に
早
発
癬
呆
と
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
と
を
ま
と
め
て
い
る
（
こ
の
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
は
、
妄
想
は
あ
る
が
情
意
変
調
は
妄
想
厩
呆
よ
り
も
ご

（
８
．
）

く
か
る
い
も
の
を
さ
す
が
、
そ
の
後
の
研
究
は
、
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
と
さ
れ
た
例
も
妄
想
擬
呆
に
、
つ
ま
り
は
早
発
厩
呆
に
ふ
く
め
て
よ
い
と
し
た
）
。
さ

ら
に
、
早
発
療
呆
で
は
、
破
瓜
病
型
お
よ
び
緊
張
病
型
に
四
つ
ず
つ
の
類
型
を
わ
け
、
妄
想
厩
呆
に
は
重
症
型
と
軽
症
型
と
を
わ
け
、
ほ
か

（
９
）

に
言
語
錯
乱
の
型
を
わ
け
て
い
る
が
、
細
分
化
に
よ
っ
て
全
類
型
の
境
界
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
癬
呆
概
念
に
た
い
す
る
批
判
の
声
は
は
や
く
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
早
発
厩
呆
か
な
ら
ず
し

も
早
発
で
な
く
、
ま
た
全
例
が
荒
廃
し
療
呆
に
い
た
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）

ス
イ
ス
の
ブ
ロ
イ
レ
ル
は
一
九
○
八
年
の
論
文
「
早
発
癖
呆
（
分
裂
病
群
）
の
予
後
」
で
、
↑
⑮
の
三
侭
目
言
①
己
①
苦
の
語
を
は
じ
め
て
も
ち
い
、

５

し
か
も
そ
れ
に
震
⑦
昌
弓
①
雪
ゞ
の
語
を
つ
け
て
い
た
（
つ
ま
り
、
疾
患
単
位
で
は
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
）
。
ブ
ロ
イ
レ
ル
は
精
神
内
界
の
不
調
和
お

か
わ
ら
な
い
。
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内
因
精
神
病
を
早
発
擬
呆
、
躁
う
つ
病
に
二
大
別
す
る
と
い
う
意
味
で
の
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
が
導
入
さ
れ
る
ま
え
の
精
神
病
学
界
の
実
情

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
日
本
の
例
で
み
よ
う
。

（
Ｍ
）

相
馬
事
件
の
主
人
公
（
一
八
五
二
’
一
八
九
二
）
は
、
間
に
比
較
的
正
常
な
時
期
を
は
さ
み
、
今
日
の
目
で
は
回
帰
性
緊
張
病
（
緊
張
病
型
分

裂
病
）
と
診
断
す
る
の
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
人
に
つ
け
ら
れ
た
診
断
名
を
み
て
お
こ
う
。
そ
の
母
は
間
敵
性
躁
狂
と
診
断
さ
れ
て

い
る
。
一
八
八
四
年
岩
佐
純
名
義
の
診
断
書
で
病
名
は
漠
然
と
痕
癒
症
で
あ
る
。
同
年
の
中
井
常
次
郎
・
長
谷
川
泰
に
よ
る
診
断
名
は
時
々

（
胴
）

発
作
性
偏
狂
と
な
っ
て
い
る
（
「
偏
狂
」
は
モ
ノ
マ
ニ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
妄
想
狂
と
一
般
的
な
意
味
で
の
モ
ノ
マ
ニ
ー
と
で
あ
り
、
こ
の
ば

あ
い
は
妄
想
狂
で
あ
る
）
。
一
八
八
五
年
ス
ク
リ
バ
が
か
き
三
宅
秀
・
原
田
豐
が
連
署
し
た
診
断
書
で
は
、
狂
躁
発
作
を
有
す
る
琴
憂
病
と
な
っ

て
い
る
炉

よ
び
自
閉
を
こ
の
病
気
の
中
核
と
み
な
し
た
。
転
帰
は
か
な
ら
ず
し
も
必
要
条
件
で
は
な
い
。
ク
レ
ペ
リ
ン
に
お
い
て
は
早
発
癖
呆
の
最
終

診
定
に
は
長
期
経
過
の
観
察
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ロ
イ
レ
ル
に
よ
れ
ば
横
断
的
観
察
で
よ
い
の
で
あ
る
。
分
裂
病
概
念
は
早
発
癖
呆
概

念
を
ひ
き
つ
ぎ
な
が
ら
、
そ
れ
を
拡
張
さ
せ
た
。
ブ
ロ
イ
レ
ル
の
主
張
は
一
九
二
年
の
著
書
「
早
発
厩
呆
あ
る
い
は
分
裂
病
群
」
ｅ
の
目
ｇ
目

（
Ⅱ
）

冒
四
の
８
ｘ
ａ
ｇ
’
９
巨
弓
の
烏
『
牌
冨
国
○
弓
同
の
己
ｇ
）
に
お
い
て
さ
ら
に
明
確
に
さ
れ
た
。
早
発
癬
呆
概
念
を
修
正
す
る
概
念
は
い
く
つ
か
提
起

（
皿
）

さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
分
裂
病
が
早
発
厩
呆
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

世
界
的
に
も
分
裂
病
学
説
（
と
と
も
に
そ
の
基
に
あ
っ
た
早
発
厩
呆
学
説
も
）
は
徐
徐
に
惨
透
し
て
い
き
、
症
候
学
的
分
類
の
伝
統
に
た
つ
フ

ラ
ン
ス
で
も
、
分
裂
病
性
精
神
病
と
は
破
瓜
病
ｌ
緊
張
病
性
精
神
病
を
さ
す
と
い
っ
た
形
で
、
分
裂
病
学
説
が
部
分
的
に
と
り
い
れ
ら
れ
て

（
旧
）

い
る
（
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
ま
で
も
妄
想
性
精
神
病
を
と
く
に
細
分
し
て
記
述
し
て
い
る
）
。

一
八
八
五
年
入
院
中
の
東
京
府
癒
狂
院
か
ら
つ
れ
だ
さ
れ
た
こ
の
人
と
面
談
し
た
後
藤
新
平
は
、
こ
の
人
に
異
常
な
し
と
み
た
。
っ
づ
い

二
、
早
発
療
呆
概
念
導
入
前
の
精
神
病
学
界
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て
、
帝
国
大
学
医
科
大
学
第
一
医
院
に
入
院
さ
せ
て
の
、
榊
俶
に
ベ
ル
ッ
お
よ
び
佐
々
木
政
吉
が
連
名
し
た
診
断
書
で
は
、
時
発
性
躁
暴
狂

と
病
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
八
九
二
年
に
な
く
な
っ
た
と
き
の
死
亡
届
け
に
は
、
中
井
常
次
郎
・
榊
俶
の
連
名
で
、
時
発
性
躁
狂
兼

尿
崩
及
糖
尿
病
と
病
名
が
か
か
れ
て
い
た
。
あ
と
か
ら
病
名
を
な
ら
べ
て
み
る
と
一
定
の
傾
向
が
よ
み
と
れ
る
が
、
お
家
騒
動
の
な
か
で
の

で
つ
ち
あ
げ
癌
揮
と
さ
わ
が
れ
ま
た
後
藤
新
平
と
い
う
著
名
医
に
よ
る
無
病
説
が
な
が
さ
れ
た
な
か
で
は
、
こ
れ
ら
病
名
の
食
い
違
い
は
な

｛
Ⅱ
）

つ
ぎ
に
、
菅
修
二
九
三
七
年
）
が
、
東
京
府
揮
狂
院
時
代
か
ら
の
東
京
府
立
松
沢
病
院
の
退
院
患
者
明
細
簿
に
よ
り
退
院
患
者
の
病
症
別

を
調
査
し
た
も
の
を
み
よ
う
。
一
八
八
六
’
一
八
九
○
年
に
三
一
・
二
二
％
（
四
九
六
名
）
を
し
め
る
そ
の
他
の
項
目
に
菅
が
い
れ
た
病
症
名

は
、
厩
狂
、
続
厩
、
激
越
性
続
厩
、
興
激
続
瘻
、
続
庫
卒
中
癖
狂
、
儒
弱
性
続
発
癖
狂
、
妄
、
わ
－
ん
じ
ん
、
妄
覚
狂
、
妄
想
性
偏
、
偏
、

急
幻
偏
、
慢
単
偏
、
急
単
偏
、
幻
覚
性
偏
、
幻
偏
、
ひ
ぽ
こ
ん
ど
り
や
、
ひ
ぽ
こ
憂
鯵
、
道
義
狂
、
遺
伝
、
神
経
衰
弱
、
不
明
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
病
名
を
み
た
だ
け
で
、
症
状
に
も
と
づ
く
当
時
の
病
症
分
類
が
き
わ
め
て
雑
多
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い

し
東
京
府
癒
狂
院
発
足
当
時
一
八
七
九
’
一
八
八
○
年
の
病
症
分
類
は
躁
狂
、
鯵
狂
、
療
狂
、
と
い
う
き
わ
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

森
鴎
外
「
舞
姫
」
の
エ
リ
ス
の
病
い
は
『
国
民
之
友
」
第
六
九
号
付
録
（
一
八
九
○
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
は
「
過
激
の
心
労
に
て
急
性

に
起
り
し
、
「
ブ
リ
ョ
ー
ト
ジ
ン
」
と
い
う
病
な
れ
ば
治
癒
の
見
込
な
し
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
「
塵
泥
』
（
一
九
一
五
年
）
に
お
さ
め
ら
れ

た
と
き
に
は
「
ブ
リ
ョ
ー
ト
ジ
ン
」
が
「
パ
ラ
ノ
イ
ア
」
と
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
た
。
文
芸
評
論
家
谷
川
恵
一
は
論
文
「
病
い
の
あ
り
か
ｌ

（
Ｗ
）

ｌ
「
舞
姫
」
に
お
け
る
「
ブ
リ
ョ
ー
ト
ジ
ン
」
と
「
●
ハ
ラ
ノ
イ
ァ
」
」
（
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
当
時
の
日
本
の
精
神
病
学
教
科
書
か
ら
、

そ
れ
ら
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
（
言
号
の
言
Ｑ
’
耐
の
言
鴨
局
）
や
ク
ラ
フ
ト
・
エ
ー
ビ
ン
グ
角
且
昌
ぐ
○
二
寄
四
畠
‐
国
〕
言
巴

な
ど
の
教
科
言
ま
で
ひ
い
て
、
上
記
の
記
載
に
あ
う
ブ
リ
ョ
ー
ト
ジ
ン
（
四
目
の
旨
〕
）
あ
る
い
は
パ
ラ
ノ
イ
ア
は
ど
う
い
う
病
気
で
あ
っ
た
か

さ
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
精
神
病
の
分
類
に
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
す
こ
し
ず
つ
あ
る
い
は
か
な
り
に
く
い
ち

が
う
理
念
に
た
っ
て
い
る
諸
分
類
の
錯
綜
は
迷
路
に
に
て
、
目
的
地
に
達
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

ん
と
も
う
さ
ん
ノ
＼
さ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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わ
た
し
が
し
ら
べ
た
範
囲
で
、
早
発
厩
呆
に
関
係
す
る
語
が
日
本
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
最
初
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
．
Ｗ
・
ホ
ー
、
大
西
直
三

へ
べ
ふ
れ
に
や

郎
訳
『
色
情
衛
生
論
」
（
文
海
堂
・
東
京
、
一
八
九
七
年
）
に
「
手
淫
ハ
艤
狂
ノ
合
併
症
ニ
コ
ソ
ア
レ
又
恐
ク
ハ
幼
心
症
ノ
結
果
ニ
コ
ソ
ア
レ
決

へ
べ
ふ
れ
に
や

（
脚
）

シ
テ
其
原
因
ト
ハ
認
ム
ベ
ヵ
ラ
ズ
」
の
「
幼
心
症
」
で
あ
る
。
菅
の
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
の
退
院
患
者
病
症
別
で
は
、

一
八
九
一
’
一
八
九
五
年
に
早
発
療
呆
が
一
名
（
緊
張
病
一
名
）
、
一
八
九
六
’
一
九
○
○
年
に
早
発
瘻
呆
が
四
名
（
破
瓜
病
一
名
、
緊
張
病
三

名
）
で
て
い
た
。
し
か
し
当
時
の
医
学
雑
誌
で
は
早
発
療
呆
、
破
瓜
病
に
つ
い
て
の
紹
介
は
み
い
だ
せ
て
い
な
い
・
緊
張
病
に
つ
い
て
は
呉
秀

（
帥
）

三
「
雑
抄
（
四
）
Ｉ
緊
張
狂
（
罵
目
員
の
）
」
（
一
八
九
六
年
）
が
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
の
と
な
え
た
緊
張
狂
に
つ
い
て
タ
ン
プ
リ
ニ
ー

が
論
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
説
を
支
持
す
る
人
が
ふ
え
て
き
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
診
断
は
呉
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
人
が
つ
け
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

（
劃
）

さ
て
、
呉
秀
三
は
最
初
の
留
学
先
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
転
じ
て
一
八
九
九
年
四
月
二
五
日
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
着
、
翌
年
五
月
七
日
に
そ
こ
を
た

っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
む
か
う
ま
で
、
一
八
九
一
年
か
ら
こ
こ
の
教
授
に
な
っ
て
い
た
ク
レ
ペ
リ
ン
、
神
経
細
胞
染
色
法
に
そ
の
名
を
冠
さ
れ
て

い
る
ニ
ス
ル
（
国
‐
画
冒
圃
冒
、
の
一
）
お
よ
び
神
経
学
者
の
エ
ル
プ
（
乏
弓
の
言
〕
国
四
目
島
国
ご
に
つ
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
う
つ
っ
て
か
ら
も
し
ば

し
ば
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
お
も
む
き
勉
強
、
研
究
し
て
い
た
。
一
八
九
九
年
八
月
一
二
日
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
留
学
に
た
っ
て
秋
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

（
蛇
）

ク
に
呉
を
訪
問
し
た
今
村
新
吉
（
帰
国
し
て
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
）
は
、
「
翌
年
夏
余
が
同
一
学
科
に
志
し
て
同
一
方
面
の
征
途
に
発

っ
た
頃
に
は
、
維
納
よ
り
ハ
ィ
デ
ル
ベ
ル
グ
に
転
じ
て
ク
レ
ー
ペ
リ
ン
教
授
の
下
に
研
精
を
励
ま
し
て
居
ら
れ
た
。
時
は
ま
だ
十
九
世
紀
の

季
年
で
、
ク
レ
ー
ペ
リ
ン
の
学
説
は
一
部
の
学
者
よ
り
異
端
視
さ
れ
て
居
た
時
代
で
あ
る
が
、
先
生
毅
然
と
し
て
去
就
を
決
し
自
ら
択
ん
で

（
肥
）

ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
出
現
前
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
精
神
病
学
界
の
状
況
も
同
様
で
あ
っ
た
。
目
的
地
へ
の
道
を
み
い
だ
し
や
す
く
す
る
に
は
、
ク

Ｒ

レ
ペ
リ
ン
の
や
や
強
引
な
土
地
整
理
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
新
道
建
設
が
必
要
で
あ
っ
た
。

三
、
早
発
擬
呆
概
念
の
受
容
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該
教
授
の
講
筵
に
投
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
学
問
上
に
於
け
る
先
生
の
明
眼
卓
識
は
推
知
し
て
歎
称
す
る
に
余
り
あ
ら
う
」

と
回
想
し
て
い
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
成
立
し
た
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
を
ふ
く
む
か
れ
の
教
科
書
第
六
版
は
一
八
九
九
年
に
で
て
お
り
、

呉
が
日
本
に
も
ち
か
え
っ
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

呉
は
一
九
○
一
年
一
○
月
一
七
日
に
帰
国
し
、
一
○
月
二
三
日
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
（
精
神
病
学
講
座
担
任
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
一

○
月
三
一
日
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
長
（
一
九
○
四
年
院
長
制
復
活
し
て
院
長
）
を
嘱
託
さ
れ
た
。
一
九
○
二
年
四
月
四
日
に
呉
は
内
科
の
三
浦
謹

之
助
と
と
も
に
、
第
一
回
日
本
連
合
医
学
会
の
第
三
分
科
会
と
し
て
日
本
神
経
学
会
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
第
一
席
と
し
て
呉
は
「
緊
張

（
鋤
）

狂
二
就
テ
」
の
報
告
を
し
た
が
、
そ
こ
で
は
緊
張
病
に
つ
き
の
べ
て
い
る
だ
け
で
、
早
発
癖
呆
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
第
二
席
が
三
宅

（
別
）

鑛
一
「
反
響
発
語
及
行
為
二
就
テ
（
患
者
供
覧
）
」
で
、
こ
こ
に
は
「
早
成
厩
狂
」
の
語
が
で
て
い
る
（
こ
れ
が
日
本
の
学
術
論
文
で
早
発
厩
呆

「
発
揚
状
態
」
（
一
九
○
二
年

早
発
痴
狂
の
名
も
で
て
い
る
。

し
て
、
両
者
を
比
較
。

（
恥
）

「
緊
張
狂
」
（
一
九
○
三
年
）
。
一
九
○
二
年
一
二
月
一
五
日
の
講
義
を
松
原
三
郎
が
筆
記
。
緊
張
病
の
女
を
示
説
。

（
幻
）

「
緊
張
狂
性
興
奮
状
態
」
（
一
九
○
三
年
）
。
一
九
○
三
年
四
月
一
六
日
の
臨
床
講
義
を
松
原
三
郎
が
筆
記
。
女
患
者
を
示
説
。

（
泥
）

「
患
者
の
「
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」
（
欝
躁
狂
及
び
早
発
痴
狂
こ
二
九
○
三
年
）
。
一
九
○
三
年
一
○
月
九
日
順
天
堂
医
事
研
究
会
総
会
に

お
け
る
報
告
。
そ
れ
ぞ
れ
の
女
の
患
者
を
示
説
し
、
早
発
癬
呆
の
患
者
で
は
反
響
言
語
お
よ
び
反
響
行
為
に
つ
き
の
べ
て
い
る
。

（
鋤
）

「
早
発
性
癖
狂
ノ
鯵
憂
状
態
」
（
一
九
○
四
年
）
。
講
義
の
石
田
昇
に
よ
る
筆
記
。
躁
う
つ
病
お
よ
び
早
発
療
呆
の
と
も
に
女
の
患
者
を
示
説

に
ふ
れ
て
い
る
最
初
だ
ろ
う
）
。

あ
と
、
早
発
厩
呆
に
ふ
れ
て
い
る
呉
の
一
般
精
神
病
学
面
の
仕
事
を
一
九
○
六
年
発
表
の
も
の
ま
で
お
っ
て
み
よ
う
。

（
お
）

「
発
揚
状
態
一
（
一
九
○
二
年
）
。
一
九
○
二
年
六
月
二
五
日
、
七
月
二
日
の
臨
床
講
義
、
松
原
三
郎
お
よ
び
医
事
新
聞
の
社
員
に
よ
る
筆
記
。

（
鋤
）
Ｑ
Ｊ

「
精
神
病
の
診
断
及
治
療
」
二
九
○
四
年
）
。
一
九
○
四
年
一
月
の
芸
備
医
学
会
で
の
講
演
で
、
一
八
九
四
’
一
九
○
一
年
の
巣
鴨
病
院
の

（9）



（
淵
）

「
臨
躰
講
義
」
二
九
○
六
年
）
。
一
九
○
六
年
一
月
一
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
で
の
講
義
。
大
塔
の
宮
の
後
育
と
称
す
る
も
の
の
新
聞
記

事
に
つ
き
の
べ
た
の
ち
、
女
患
者
を
供
覧
し
て
早
発
癬
呆
に
お
け
る
血
統
妄
想
に
つ
き
講
義
。

（
洲
）

「
臨
躰
講
義
」
（
一
九
○
六
年
）
。
一
九
○
六
年
五
月
一
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
に
お
け
る
妄
想
瘻
呆
の
男
患
者
の
示
説
。

（
妬
）

「
精
神
病
学
ノ
分
類
」
（
一
九
○
六
年
）
。
一
九
○
六
年
六
月
一
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
で
の
講
演
。
単
一
性
障
磯
の
大
分
類
に
躁
狂
、
謬

狂
、
早
発
厩
狂
を
あ
げ
、
早
発
痕
狂
は
破
瓜
狂
、
緊
張
狂
、
妄
想
性
擬
狂
、
偏
執
性
癖
狂
と
四
分
し
て
い
る
。

（
洲
）

「
臨
淋
講
義
」
（
一
九
○
六
年
）
。
一
九
○
六
年
六
月
一
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
で
妄
想
厩
呆
の
男
患
者
を
示
説
。

（
師
）

「
臨
躰
講
義
」
（
一
九
○
六
年
）
。
一
九
○
六
年
七
月
一
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
で
妄
想
癖
呆
の
女
患
者
を
示
説
。

（
洲
）

「
臨
躰
講
義
」
二
九
○
六
年
）
。
一
九
○
六
年
一
○
月
一
三
日
の
精
神
病
科
談
話
会
に
お
け
る
女
の
緊
張
病
患
者
の
示
説
。

こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
ず
緊
張
病
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
妄
想
癬
呆
の
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
が
も
っ
と
も
お
そ
い
。
ま
た

早
発
厩
呆
の
全
体
を
み
わ
た
す
よ
う
な
講
義
は
さ
れ
て
い
な
い
。
早
発
瘻
呆
の
全
体
を
展
望
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
の
ち
東
京
医
会
の
談
話

（
約
）

会
で
一
九
○
七
年
一
月
か
ら
一
九
○
八
年
四
月
ま
で
に
講
演
し
た
記
録
『
精
神
病
学
講
演
速
記
」
（
一
九
○
八
年
）
で
、
そ
こ
で
は
早
発
性
瘻

呆
は
破
瓜
性
厩
呆
、
緊
張
病
、
妄
想
性
厩
呆
、
偏
執
性
療
呆
と
わ
け
ら
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
司
法
精
神
病
学
に
関
す
る
呉
の
仕
事
を
み
る
と
、
一
九
○
二
年
七
月
七
日
づ
け
の
北
林
貞
道
と
の
共
同
鑑
定
「
早
発
痴
狂

（
抑
）
（
抑
）

ロ
①
目
①
目
２
〕
愚
８
〆
の
鑑
定
例
」
が
早
発
癬
呆
に
ふ
れ
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
「
精
神
病
菫
定
例
』
（
第
一
集
）
（
一
九
○
三
年
）
は
、
一
八

患
者
統
計
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
早
発
厩
呆
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
弧
）

「
躁
欝
狂
ノ
発
揚
状
態
卜
破
瓜
狂
ノ
興
奮
状
態
卜
」
（
一
九
○
四
年
）
。

の
患
者
を
示
説
。

「
臨
躰
講
義
」

（
性
別
不
明
）
↑

（
一
九
〔

を
示
説
。

（
副
｝

九
○
五
年
）
。
一
九
○
五
年
二
月
一
二
日
の
第
三
回
精
神
病
科
談
話
会
に
お
け
る
も
の
で
、
破
瓜
病
お
よ
び
躁
病
の
患
者

一
九
○
四
年
九
月
二
九
日
の
講
義
を
北
林
貞
道
が
筆
記
。
と
も
に
女
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九
三
年
か
ら
一
九
○
三
年
に
い
た
る
一
○
例
の
鑑
定
書
を
お
さ
め
て
い
る
。
早
発
厩
呆
は
前
記
の
も
の
の
再
録
第
七
例
だ
け
で
あ
る
が
、
一

九
○
二
年
六
月
三
日
づ
け
の
第
六
例
（
診
断
は
誇
妄
性
躁
暴
狂
）
は
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
あ
て
は
め
れ
ば
早
発
癬
呆
と
さ
れ
る
べ
き
例
で
あ
っ

た
ろ
う
。
つ
ま
り
、
第
七
例
の
あ
た
り
か
ら
呉
の
臨
床
的
立
ち
場
が
さ
だ
ま
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
狸
）

『
明
治
三
十
五
年
東
京
府
巣
鴨
病
院
年
報
』
は
一
九
○
三
年
末
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
緒
言
に
呉
医
長
は
「
本
年
所
載
ノ
事
項
ハ
右
ノ
如

ク
シ
テ
概
ネ
従
前
ノ
医
事
年
報
ヲ
根
本
ト
セ
シ
ガ
病
名
二
至
ツ
テ
ハ
尤
モ
著
キ
変
更
ヲ
加
ヘ
タ
リ
是
レ
学
問
ノ
変
遷
卜
余
一
人
ノ
意
見
ト
ー

処
レ
ル
モ
ノ
ニ
テ
巳
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
ョ
リ
テ
然
カ
セ
ル
ナ
リ
」
と
か
い
て
い
る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
呉
が
採
用

し
た
病
名
分
類
と
従
来
分
類
と
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
再
入
院
患
者
お
よ
び
移
転
（
入
院
費
用
種
目
変
更
）
患
者
を
の
ぞ
く
退
院
患
者
の
男

（
粥
）

女
別
病
名
別
一
○
○
分
比
を
、
北
林
貞
道
報
告
の
一
九
○
一
年
年
報
と
前
記
一
九
○
二
年
年
報
と
に
よ
っ
て
対
比
す
る
と
、
表
の
よ
う
に

（
“
）

な
る
。
同
一
病
名
で
も
両
年
で
そ
の
内
容
の
食
い
違
い
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
両
年
で
退
院
者
の
組
成
も
お
な
じ
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の

数
字
だ
け
か
ら
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
。
お
お
ま
か
に
は
、
欝
狂
・
躁
狂
・
定
期
狂
の
一
部
分
は
早
発
療
狂
に
い
き
、
そ
れ
ら
の
か
な
り

の
部
分
は
躁
欝
狂
に
い
っ
た
。
続
発
痴
狂
は
早
発
療
狂
に
、
妄
覚
狂
・
偏
執
狂
の
か
な
り
の
部
分
お
よ
び
臓
躁
狂
（
ヒ
ス
テ
リ
ー
）
の
一
部
分

が
早
発
癬
狂
に
は
い
っ
た
。
急
性
痴
狂
も
早
発
瘻
狂
に
は
い
っ
た
か
。

呉
の
講
義
で
「
デ
メ
ン
チ
ア
・
プ
レ
コ
ッ
ク
ス
」
の
語
は
学
生
に
つ
よ
い
印
象
を
あ
た
え
た
の
だ
ろ
う
。
額
の
ひ
ろ
い
呉
に
学
生
は
「
ク

レ
コ
ッ
プ
ス
」
民
○
頁
Ⅱ
頭
）
の
あ
だ
名
を
つ
け
た
。
ま
た
一
九
二
○
年
に
松
沢
病
院
に
就
職
し
た
看
護
婦
は
、
早
発
療
呆
を
さ
す
「
デ
メ
ン

チ
ャ
ン
」
の
語
が
看
護
婦
の
あ
い
だ
で
つ
か
わ
れ
て
い
た
、
と
、
わ
た
し
に
か
た
っ
て
く
れ
た
。

巣
鴨
病
院
医
員
（
翌
年
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
に
な
る
）
石
田
昇
に
よ
る
『
新
撰
精
神
病
学
」
は
一
九
○
六
年
一
○
月
一
五
日
に
初
版
を
だ

（
幅
）

し
た
。
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
よ
る
日
本
で
最
初
の
精
神
病
学
教
科
書
で
あ
る
。
各
論
の
冒
頭
に
早
発
痴
狂
が
で
、
そ
れ
は
類
破
瓜
狂
、
破
瓜

（
妬
）

狂
、
緊
張
狂
、
妄
想
性
痴
狂
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
三
宅
鑛
一
「
日
本
二
於
ケ
ル
破
瓜
期
二
発
ス
ル
精
神
病
二
就
テ
」
（
一
九
○
七
年
）

は
、
一
四
’
二
二
歳
に
発
病
し
た
患
者
一
四
八
名
（
男
八
六
、
女
六
二
）
を
し
ら
べ
た
と
こ
ろ
、
早
発
厩
狂
が
一
二
○
名
（
単
一
性
癖
狂
三
、
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破
瓜
狂
一
八
、
緊
張
狂
九
一
、
妄
想
性
癖
狂
な
し
）
で
あ
っ
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
よ
る
日
本
で
最
初
の
本
格
的

研
究
で
あ
っ
た
。

（
灯
）

呉
は
一
九
○
九
年
に
「
精
神
病
ノ
名
義
二
就
キ
テ
」

ヲ
避
ケ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
コ
ト
数
年
来
ナ
リ
キ
」
と
し
て

表1901年および1902年の巣鴨病院退院患者病名比較(%)

1901年1901年 1902年

病名 病名病名 男 女 女男

白痴 白療

変質狂

欝狂

躁欝狂

白痴3 ３
１
｜
略

２

’
２
９２

欝狂

躁狂

定 期狂

欝狂

躁狂

定期狂

４
７
７

２
｜
岨
４

早 発 擬 狂

妄覚狂

偏執狂

３
３

３ ４
２
３

３

妄 覚狂

偏 執狂

続発 痴 狂

神経衰弱狂

臓躁狂

輝 澗狂

妄覚狂

偏執狂

続発痴狂

神経衰弱狂

臓躁狂

師i澗狂

４
６
６
６
’
１

１

１

４
４
刈
一
略

神経衰弱狂

臓躁狂

海澗狂

舞踏病狂

中酒狂

２
’
２
１
３

で
、
「
吾
人
ハ
瀧
又
ハ
狂
卜
云
へ
ル
ガ
如
キ
世
人
一
二
種
不
快
ノ
感
覚
ヲ
与
フ
ル
文
字

、
「
狂
」
の
字
を
病
名
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
早
発
癬
呆
関
係
で
提
案
さ

７

中 酒狂

莫 比狂

麻 庫狂

老 人狂

急性痴狂

中 酒

莫比

麻痙

老人

急性痴

狂
狂
狂
狂
狂

１
１
４
５
’

２
’
７
７
２

麻陣狂

老老狂

２
１

３ ９
４

１

病症不明1
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れ
た
の
は
、
早
発
性
療
呆
、
破
瓜
病
（
破
瓜
性
癖
呆
）
、
緊
張
病
（
緊
張
性
瘻
呆
）
、
偏
執
性
厩
呆
〔
こ
れ
は
胃
日
の
二
目
冨
国
。
○
匙
①
印
で
呉
も
一

（
州
）
（
網
）

般
に
は
妄
想
性
癬
呆
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
〕
の
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
呉
の
「
精
神
病
診
断
法
』
（
一
九
○
八
年
）
で
す
で
に
も
ち
い

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
「
狂
」
駆
逐
の
宣
言
は
さ
れ
ず
に
い
た
。
つ
づ
い
て
門
脇
眞
枝
は
「
精
神
病
学
上
の
訳
語
に
就
き
て
」
（
一
九
一

（
別
）

一
年
）
で
、
呉
提
言
に
賛
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
擬
」
の
字
は
実
際
上
絶
対
艤
欠
の
意
義
を
有
す
る
が
、
デ
メ
ン
チ
ァ
プ
レ
コ
ッ
プ
ス
な

る
も
の
は
全
治
す
る
と
の
報
告
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
癬
狂
の
字
を
も
ち
い
る
こ
と
は
誤
解
を
き
た
す
、
「
厩
狂
」
に
か
え
て
「
精
神
衰
弱
」

ま
た
は
「
神
弱
」
の
字
を
も
ち
い
た
い
と
し
、
早
発
厩
呆
で
な
く
早
発
性
精
神
衰
弱
と
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

だ
が
、
早
発
癬
呆
概
念
が
す
ぐ
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
面
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
一
九
○
五
年
四
月
二
日
の
第
四
回
日

（
別
）

本
神
経
学
会
で
荒
木
蒼
太
郎
は
「
狂
疾
ノ
類
別
」
の
報
告
を
し
た
。
荒
木
の
分
類
は
、
狂
疾
を
感
覚
狂
、
感
情
狂
、
聯
合
狂
、
判
断
狂
と
大

別
し
、
判
断
狂
を
さ
ら
に
偏
執
狂
、
白
痴
、
欠
損
狂
と
わ
け
、
欠
損
狂
に
早
発
欠
損
症
〔
つ
ま
り
、
早
発
厩
呆
〕
、
麻
痒
狂
、
老
毫
狂
、
続
発
欠

（
認
）

損
狂
を
い
れ
る
も
の
で
あ
る
。
対
論
に
た
っ
た
門
脇
眞
枝
の
分
類
は
、
精
神
病
を
叡
智
障
害
の
有
無
で
厩
狂
、
輝
狂
と
わ
け
、
癬
狂
に
感
動

狂
、
知
性
狂
を
い
れ
、
擬
狂
は
先
天
性
、
後
天
性
と
わ
け
て
い
る
。
後
天
性
癖
狂
に
は
麻
痒
性
擬
狂
、
老
毫
性
癖
狂
ほ
か
と
な
ら
ん
で
早
発

性
癖
狂
が
い
れ
ら
れ
る
。
門
脇
の
分
類
は
従
来
分
類
と
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
と
の
混
成
と
い
え
よ
う
。

（
黙
）

荒
木
の
教
科
書
『
精
神
病
理
沐
釈
」
（
一
九
○
六
年
）
は
、
前
述
と
同
様
の
分
類
で
あ
る
。
早
発
欠
損
症
の
種
別
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

（
劃
）

緊
張
性
、
偏
執
欠
損
症
だ
け
で
あ
る
。
つ
づ
く
荒
木
の
教
科
聿
三
精
神
病
学
枢
機
」
（
一
九
二
年
）
で
も
そ
の
分
類
は
か
わ
ら
な
い
。
も
う
一

（
弱
）
ち
ち
く
さ
い

っ
遅
々
久
齋
『
精
神
病
学
綱
要
」
（
一
九
二
年
）
が
あ
る
。
遅
々
久
齋
と
は
京
都
癒
狂
院
の
医
員
も
し
た
高
松
舞
の
号
で
あ
る
。
全
部
漢
文
で

か
か
れ
た
こ
の
精
神
病
学
書
に
緊
張
狂
は
あ
る
が
早
発
癬
呆
は
は
い
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
に
は
妄
覚
狂
、
定
期
狂
及
回
帰
狂
、
遅
鈍
狂
、

続
発
性
精
神
衰
弱
な
ど
が
あ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
前
の
分
類
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
一
九
一
二
年
ま
で
に
で
た
精
神
病
学
教
科
書
と
し
て
は
、
三
宅
鑛
一
・
松
本
高
三
郎
『
精
神
病
診
断
及
治
療
学
」
（
一
九

○
八
年
）
、
松
本
高
三
郎
『
袖
珍
精
神
病
学
』
二
九
一
二
年
）
が
あ
る
が
、
と
も
に
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
よ
っ
て
い
る
。
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（
扉
）

一
九
○
三
年
四
月
二
日
の
日
本
神
経
学
会
第
二
次
総
会
へ
の
報
告
「
所
謂
発
作
性
妄
想
狂
ヲ
論
ズ
」
で
松
原
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
慢
性
原

発
性
不
治
的
精
神
病
と
し
て
の
妄
想
狂
（
偏
執
狂
）
に
あ
て
は
ま
ら
ぬ
発
作
性
妄
想
狂
（
冒
国
．
○
一
四
月
昌
曼
＆
）
の
例
を
報
告
し
て
い
る
。
「
精

（
諾
）

神
病
ノ
分
類
二
関
ス
ル
私
見
」
（
一
九
一
○
年
）
で
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
厩
狂
と
同
様
の
症
状
を
呈
し
な
が
ら
治
癒
す
る
も
の
が
あ
る
と
、

ク
レ
ペ
リ
ン
説
へ
の
疑
問
を
呈
し
な
が
ら
も
、
現
在
の
精
神
病
分
類
で
は
ク
レ
ペ
リ
ン
の
も
の
が
も
っ
と
も
よ
い
と
、
そ
の
分
類
体
系
を
紹

（
鋤
）

介
し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
四
月
二
日
の
第
一
三
回
日
本
神
経
学
会
で
の
「
精
神
病
の
分
類
」
で
松
原
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
性
厩
病
〔
早

発
擬
呆
〕
は
広
義
に
す
ぎ
、
こ
と
に
同
氏
の
緊
張
病
に
は
急
性
に
治
癒
す
る
も
の
が
あ
る
、
石
川
金
沢
病
院
で
早
発
性
厩
病
と
診
断
さ
れ
る
も

の
は
全
患
者
の
四
分
の
一
以
下
で
躁
謹
病
よ
り
す
ぐ
な
い
、
ま
た
氏
の
パ
ラ
ノ
イ
ア
は
狭
義
に
す
ぎ
る
、
ク
レ
ペ
リ
ン
は
早
発
性
癖
病
か
ら

パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
を
わ
け
た
が
、
自
分
は
こ
の
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
に
相
当
す
る
も
の
を
パ
ラ
ノ
イ
ア
に
い
れ
て
い
る
、
と
報
告
し
た
。

（
帥
）

一
九
一
八
年
四
月
二
日
第
一
七
回
日
本
神
経
学
会
で
の
報
告
「
偏
執
病
問
題
」
で
松
原
は
、
偏
執
病
（
・
ハ
ラ
ノ
イ
ア
）
は
妄
想
を
唯
一
症
状

と
し
て
不
治
で
し
か
も
遅
鈍
状
に
お
ち
い
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
す
る
ク
レ
ペ
リ
ン
説
を
批
判
し
て
、
偏
執
様
状
態
は
先
天
性
変
質
者
お
よ
び

慢
性
躁
病
者
に
も
く
る
が
、
独
立
し
た
偏
執
病
に
は
急
性
の
も
の
と
慢
性
の
も
の
と
が
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
蘆
原
将
軍
の
誇
大

妄
想
は
原
発
妄
想
で
な
く
て
、
慢
性
発
揚
者
に
お
け
る
愉
快
感
情
に
付
属
し
た
誇
大
的
妄
想
で
あ
る
、
と
の
べ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
森
田
正

馬
は
、
蘆
原
を
慢
性
躁
病
と
い
う
の
に
は
反
対
だ
、
か
れ
は
パ
ラ
フ
レ
’
－
－
（
経
過
の
な
が
い
妄
想
性
厩
呆
）
か
偏
執
病
に
い
れ
る
べ
き
だ
、

を
も
う
一
度
み
て
お
こ
う
。

こ
う
い
う
な
か
で
も
、
早
発
癬
呆
概
念
へ
の
批
判
（
若
年
発
病
と
は
か
ぎ
ら
な
い
、
治
癒
す
る
も
の
も
あ
る
）
が
で
は
じ
め
て
い
た
。
す
で
に

の
べ
た
門
脇
の
「
癖
」
批
判
に
も
そ
れ
は
で
て
い
た
。

（
邪
）

独
自
の
鯵
憂
性
精
神
病
を
提
唱
し
て
い
た
松
原
三
郎
の
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
批
判
は
ま
え
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
早
発
癖
呆
に
関
す
る
も
の

四
、
早
発
擬
呆
概
念
へ
の
批
判
と
分
裂
病
概
念
の
登
場
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（
伽
）
（
唾
）

と
討
論
し
た
。
一
九
一
九
年
四
月
二
日
の
第
一
八
回
日
本
神
経
学
会
で
の
「
治
癒
ス
ベ
キ
早
発
療
病
型
に
就
テ
」
で
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
が
は

じ
め
治
癒
す
る
こ
と
な
し
と
し
た
早
発
厩
病
に
も
治
癒
す
る
も
の
が
あ
る
と
、
男
六
、
女
一
の
自
験
例
を
あ
げ
、
さ
ら
に
、
予
後
不
良
な
徴

候
と
予
後
良
好
な
徴
候
と
を
提
示
し
て
い
る
。

戦
前
の
日
本
の
精
神
病
学
界
で
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
癬
呆
概
念
（
そ
れ
だ
け
で
な
く
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
の
全
体
）
を
こ
れ
だ
け
は
げ
し
く
批
判

し
た
の
は
、
松
原
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
松
原
の
批
判
し
た
方
向
（
早
発
擬
呆
ｌ
分
裂
病
が
ひ
ろ
す
ぎ
躁
う
つ
病
が
せ
ま
す
ぎ
る
）
は
、
ま
さ
に

（
“
）

現
代
の
精
神
医
学
が
と
っ
た
立
ち
場
な
の
で
あ
る
。

（
“
）

呉
は
「
ク
レ
ペ
リ
ン
の
新
著
二
於
ケ
ル
早
発
癬
呆
ノ
分
類
」
（
一
九
一
四
年
）
で
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
教
科
書
第
八
版
二
九
一
三
年
）
に
お
け

る
早
発
療
呆
の
細
分
化
さ
れ
た
分
類
を
く
わ
し
く
紹
介
し
た
（
こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
前
年
の
臨
床
講
義
「
早
発
性
擬
呆
」
〔
次
述
〕
で
も
ふ
れ
て

い
る
）
。
な
お
、
呉
の
「
精
神
病
学
集
要
』
第
二
版
後
編
は
、
門
下
の
協
力
が
充
分
に
え
ら
れ
ず
完
結
せ
ぬ
ま
ま
に
お
わ
り
、
呉
は
自
分
の
こ

と
ば
で
早
発
瘻
呆
に
つ
き
充
分
に
か
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
ブ
ロ
イ
レ
ル
が
提
唱
し
た
評
三
国
８
言
①
己
①
概
念
の
受
容
を
み
よ
う
。
呉
は
臨
床
講
義
「
早
発
性
癬
呆
」
（
杉
江
菫
筆
記
）
（
一
九

（
妬
）

一
三
年
）
で
「
即
ち
最
近
ブ
ロ
イ
レ
ル
は
之
に
又
砕
ご
圃
呂
胃
①
己
①
（
精
神
作
用
の
分
裂
す
る
意
）
の
名
を
付
し
」
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
一
九

（
師
）

一
三
年
一
○
月
一
二
日
の
精
神
病
科
談
話
会
で
三
宅
鑛
一
は
「
ブ
ロ
イ
レ
ル
の
シ
ゾ
フ
レ
ニ
ー
に
就
て
（
臨
躰
講
義
）
」
の
報
告
を
し
た
。
「
早

発
性
厩
呆
の
名
は
其
実
を
伴
は
ざ
る
こ
と
が
多
い
。
例
之
ば
該
病
が
往
々
に
し
て
年
長
者
に
発
し
、
為
め
に
早
発
の
名
を
附
す
る
に
は
不
適

当
の
こ
と
が
あ
る
。
又
記
憶
判
断
な
ど
は
案
外
良
く
、
生
涯
癬
呆
の
名
を
附
す
る
の
穏
当
な
ら
ざ
る
例
が
乏
し
く
な
い
」
と
き
り
だ
し
た
三

宅
は
、
提
唱
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
名
の
な
か
で
ブ
ロ
イ
レ
ル
の
シ
ゾ
フ
レ
ニ
ー
が
勢
力
を
え
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

艀
巨
国
８
罫
①
三
①
の
訳
語
が
か
た
ま
る
ま
で
に
は
な
が
い
年
月
を
要
し
た
。
松
原
は
前
述
の
「
治
癒
ス
ベ
キ
早
発
擬
病
型
二
就
テ
」
（
一
九

一
九
年
）
で
一
閏
①
具
①
粋
三
国
呂
胃
①
皀
①
に
「
潜
伏
性
精
神
離
背
症
」
の
語
を
あ
て
た
が
、
こ
の
「
精
神
離
背
症
」
が
最
初
の
訳
語
で
あ
ろ
う
。

一
九
二
○
年
二
月
一
二
日
の
東
京
精
神
病
学
会
（
精
神
病
科
談
話
会
の
後
身
）
で
杉
田
直
樹
は
「
精
神
病
ノ
命
名
及
ビ
彙
類
二
就
テ
」
の
講
演
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日
本
神
経
学
会
の
総
会
、
地
方
会
の
発
表
演
題
を
み
る
と
、
「
精
神
分
裂
症
」
の
語
は
も
ち
い
ら
れ
ず
、
教
室
に
よ
っ
て
二
つ
の
訳
語
の
ど

ち
ら
か
を
も
ち
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
目
だ
つ
と
こ
ろ
を
あ
げ
る
と
、
京
都
帝
国
大
学
（
今
村
教
授
）
、
北
海
道
帝
国
大
学
（
内
村
祐

之
教
授
）
で
は
「
精
神
分
離
症
」
を
、
名
古
屋
医
科
大
学
（
杉
田
直
樹
教
授
）
、
京
都
府
立
医
科
大
学
（
小
谷
庄
四
郎
教
授
）
は
「
精
神
乖
離
症
」

（
価
）

を
し
た
（
そ
の
内
容
は
「
精
神
病
の
命
名
竝
に
彙
類
に
就
て
」
、
一
九
二
○
年
）
。
杉
田
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
教
授
両
向
．
ｇ
昌
冨
ａ
に
よ
る
精

神
病
の
分
類
、
命
名
を
紹
介
し
、
早
発
癬
呆
に
相
当
す
る
牌
臣
圃
呂
胃
９
（
）
爵
に
「
精
神
内
界
失
調
疾
患
」
の
語
を
、
そ
の
類
型
の
一
つ

牌
三
国
○
ｇ
閉
園
に
「
言
語
分
裂
症
」
の
語
を
あ
て
て
い
る
。
さ
ら
に
杉
田
は
下
田
光
造
と
の
共
著
「
最
新
精
神
病
学
』
二
九
二
二
年
初
版
）

（
能
）

の
「
早
発
性
厩
呆
」
の
項
で
、
「
ブ
ロ
イ
レ
ル
氏
ハ
精
神
分
裂
症
ノ
名
ヲ
提
議
シ
タ
リ
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
船
）

つ
ぎ
に
石
川
貞
吉
は
「
ク
レ
ッ
ッ
メ
ル
氏
ノ
体
型
及
ビ
気
質
論
（
紹
介
）
」
（
一
九
一
一
四
年
）
の
な
か
で
「
乖
離
性
」
の
語
を
も
ち
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
一
一
門
宮
８
国
：
の
訳
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
七
年
四
月
一
日
第
二
六
回
日
本
神
経
学
会
総
会
で
今
村
新
吉
（
京
都
帝
国
大
学
）
が
お
こ

（
抑
）

な
っ
た
特
別
講
演
は
「
精
神
分
離
症
ノ
心
理
学
的
説
明
原
理
ト
シ
テ
ノ
社
会
的
本
能
欠
陥
」
と
題
さ
れ
て
い
た
（
一
九
二
八
年
）
。
つ
ま
り
、

牌
臣
Ｎ
Ｃ
目
吊
昌
①
に
「
精
神
分
離
症
」
の
語
を
あ
て
た
の
で
あ
る
。
杉
田
直
樹
（
当
時
東
京
府
立
松
沢
病
院
）
は
一
九
二
八
年
三
月
五
日
第
一
版

（
別
）

の
『
小
精
神
病
学
」
で
各
論
の
第
七
章
を
「
精
神
乖
離
症
粋
三
国
８
言
①
ヨ
①
又
ハ
早
発
性
厩
呆
口
①
日
①
目
煙
冒
四
①
ｎ
ｏ
×
．
」
に
あ
て
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
は
「
精
神
乖
離
症
又
ハ
精
神
分
裂
症
ノ
名
ハ
本
病
ノ
精
神
的
症
状
ノ
特
徴
ガ
叡
智
・
感
情
及
び
意
志
ノ
間
二
矛
盾
撞
着
ヲ
示
ス

事
多
ク
シ
テ
、
精
神
内
界
ノ
分
裂
ヲ
示
ス
事
ヲ
主
徴
候
卜
為
ス
ト
ノ
見
解
ョ
リ
ブ
ロ
イ
レ
ル
国
の
巳
①
『
ニ
ョ
リ
テ
与
ヘ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

た と
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
精
神
分
裂
症
」
、
「
精
神
分
離
症
」
、
「
精
神
乖
離
症
」
の
主
要
三
訳
語
が
で
そ
ろ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
二
年
四
月
二
日
の
第

（
だ
）

三
一
回
日
本
神
経
学
会
総
会
で
の
追
加
発
言
で
久
保
喜
代
二
は
、
「
早
発
性
癖
呆
ナ
ル
概
念
ガ
精
神
分
離
症
ナ
ル
概
念
ニ
ョ
リ
テ
取
扱
ル
、
ヤ

ウ
ニ
ナ
ッ
タ
」
と
の
べ
、
さ
ら
に
、
精
神
分
離
症
が
一
つ
の
疾
患
単
位
で
は
な
い
こ
と
も
た
し
か
ら
し
い
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
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を
も
ち
い
、
東
京
帝
国
大
学
（
三
宅
鑛
一
教
授
）
か
ら
の
発
表
は
い
ず
れ
と
も
一
定
せ
ず
、
ま
た
東
京
府
立
松
沢
病
院
（
三
宅
鑛
一
院
長
）
か
ら

の
報
告
は
「
早
発
療
呆
」
の
語
を
つ
づ
け
た
。

（
沼
）

内
村
祐
之
は
一
九
三
三
年
「
精
神
病
学
用
語
ノ
邦
訳
一
一
就
イ
テ
」
を
「
学
術
用
語
ノ
適
当
ナ
ル
選
択
ト
ソ
ノ
統
一
ノ
必
要
ハ
言
フ
迄
モ
ナ

イ
コ
ト
ダ
ガ
、
コ
ノ
コ
ト
ハ
精
神
病
学
ノ
如
ク
一
般
一
一
難
解
ト
ノ
感
想
ヲ
与
へ
居
ル
学
科
一
一
於
テ
ハ
、
用
語
ノ
不
適
、
訳
語
ノ
不
統
一
ガ
徒

ラ
ニ
医
学
生
ノ
誤
解
卜
混
乱
ト
ヲ
招
来
シ
、
又
専
門
知
識
ノ
一
般
的
普
及
ヲ
阻
擬
ス
ル
ノ
危
険
ア
ル
コ
ト
ヲ
吾
々
ハ
日
常
希
ナ
ラ
ズ
見
聞
ス

ル
カ
ラ
デ
ア
ル
」
と
か
き
だ
し
て
い
る
。
内
村
が
ま
ず
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
牌
三
国
○
冒
吊
ヨ
①
の
訳
語
で
あ
る
。
「
精
神
乖
離
症
」

は
語
義
は
よ
い
が
、
「
乖
」
の
字
が
難
解
で
「
ジ
ョ
ウ
」
と
誤
読
さ
れ
、
ま
た
「
カ
イ
リ
」
は
「
カ
イ
キ
」
言
『
百
面
『
）
と
き
き
ち
が
え
や
す

い
。
自
分
は
日
頃
「
精
神
分
離
症
」
を
使
用
し
て
い
る
が
、
「
分
離
」
は
「
分
裂
」
よ
り
よ
わ
い
。
「
精
神
分
裂
症
」
が
適
当
と
お
も
う
が
、

な
ぜ
か
こ
の
好
訳
語
は
ひ
ろ
く
も
ち
い
ら
れ
て
い
な
い
。
内
村
は
最
後
に
、
「
吾
ガ
精
神
病
学
界
二
於
テ
モ
、
用
語
二
関
ス
ル
適
当
ナ
機
関
ガ

組
織
セ
ラ
レ
テ
、
之
ガ
吟
味
統
一
ヲ
図
リ
、
以
テ
学
界
ノ
進
歩
二
資
セ
ラ
レ
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
シ
」
た
。

日
本
神
経
学
会
は
一
九
三
五
年
新
潟
に
お
け
る
第
三
四
回
総
会
で
日
本
精
神
神
経
学
会
と
改
称
さ
れ
、
そ
の
運
営
も
長
老
中
心
の
も
の
か

ら
中
堅
学
者
中
心
の
も
の
と
な
っ
た
（
「
新
潟
革
命
」
と
称
さ
れ
て
い
る
）
。
一
九
三
六
年
四
月
九
日
日
本
精
神
神
経
学
会
終
了
後
の
懇
親
会
の
宴

た
け
な
わ
の
と
き
、
精
神
病
学
術
語
の
訳
語
統
一
の
件
が
久
保
喜
代
二
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
の
具
体
案
は
翌
年
の
林
道
倫
会
長
に
一
任
さ
れ

（
科
）

た
。
林
は
編
集
幹
事
が
翌
年
ま
で
に
試
案
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

（
布
）

林
道
倫
・
勝
沼
精
藏
・
齋
藤
玉
男
・
内
村
祐
之
に
よ
る
「
神
経
精
神
病
学
用
語
委
員
会
試
案
」
（
一
九
三
七
年
）
に
は
、
扇
の
三
画
ｇ
ご
ｇ
肘
（
精

神
）
分
裂
病
Ⅱ
ロ
の
目
①
貝
国
頁
四
①
８
×
早
発
厩
呆
」
と
い
れ
ら
れ
て
、
こ
こ
に
降
巨
圃
呂
言
の
ヨ
①
に
た
い
す
る
「
（
精
神
）
分
裂
病
」
の
訳
語

（
布
）

が
確
定
し
た
。
こ
の
試
案
に
た
い
し
て
は
、
石
川
貞
吉
「
神
経
精
神
病
学
用
語
（
精
神
病
学
之
部
）
統
一
委
員
会
試
案
読
後
感
」
（
一
九
三
八
年
）

（
両
）

お
よ
び
、
そ
れ
に
こ
た
え
て
の
林
道
倫
「
精
神
病
学
用
語
統
一
試
案
に
関
す
る
覚
書
」
（
一
九
三
八
年
）
が
で
た
。
石
川
は
砕
三
Ｎ
Ｃ
昌
吊
己
①
に

た
い
し
「
精
神
乖
離
症
」
の
訳
語
を
お
し
た
。
林
は
「
病
／
症
」
の
区
別
に
つ
き
の
べ
て
い
る
。
精
神
病
学
領
域
で
ク
レ
ペ
リ
ン
の
意
義
に

1月
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お
け
る
病
は
麻
溥
性
癖
呆
の
ほ
か
に
な
く
て
、
早
発
厩
呆
精
神
乖
離
症
の
ご
と
き
は
病
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
精
神
病
の
ほ
と
ん
ど
を

症
と
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
証
状
的
臨
床
的
に
あ
る
程
度
括
約
し
う
る
も
の
を
一
疾
病
単
位
と
し
て
よ
く
、
そ
の
点
で
麻
痒
性
瘻

（
淵
）

呆
も
早
発
厩
呆
も
同
格
で
あ
る
、
と
の
べ
る
。
「
（
精
神
）
分
裂
病
」
と
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

精
神
神
経
学
会
総
会
、
地
方
会
の
発
表
演
題
を
み
る
と
、
一
九
三
九
年
か
ら
は
精
神
分
裂
病
が
圧
倒
的
に
な
り
、
そ
の
の
ち
は
、
す
こ
し

ふ
る
い
研
究
の
発
表
に
早
発
癖
呆
の
語
が
の
こ
っ
た
。
一
九
四
一
年
か
ら
は
も
っ
ぱ
ら
精
神
分
裂
病
（
少
数
は
精
神
分
裂
症
）
と
な
っ
た
。
な

お
、
両
概
念
の
異
同
や
診
断
の
幅
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
う
い
う
な
か
で
も
、
分
裂
病
概
念
Ｉ
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
が
早
発
厩
呆
概
念
か
ら
う
け
つ
い
だ
も
の
Ｉ
へ
の
批
判
は
た
か
ま
つ

（
禰
）

て
い
っ
た
。
一
九
三
六
年
六
月
二
○
日
の
東
京
精
神
病
学
会
例
会
で
荻
野
了
は
「
慢
性
躁
病
二
関
ス
ル
知
見
」
の
発
表
で
、
慢
性
躁
病
は
定

型
的
躁
病
と
ち
が
っ
て
妄
想
を
有
す
る
例
が
お
お
く
、
妄
想
厩
呆
と
の
鑑
別
が
困
難
で
あ
る
、
そ
し
て
、
精
神
分
離
症
と
躁
う
つ
病
と
は
本

質
は
お
な
じ
で
二
つ
の
臨
床
的
主
要
外
型
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
の
可
能
性
も
あ
る
、
と
の
べ
た
。
一
九
三
七
年
五
月
八
日
、
九

（
帥
）

日
の
第
三
六
回
日
本
精
神
神
経
学
会
総
会
で
の
「
所
謂
症
候
性
牌
巨
圃
８
胃
①
ヨ
①
二
就
テ
」
で
大
成
潔
は
、
分
裂
病
遺
伝
に
よ
ら
ず
に
外
因
に

よ
っ
て
も
牌
ご
翻
呂
胃
①
己
①
は
お
こ
る
の
で
な
い
か
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
体
系
に
反
対
の
傾
向
に
も
注
意
を
む
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
、
牌
三
国
○
’

９
吋
①
己
①
は
四
号
四
三
ｇ
の
も
の
で
は
な
い
、
と
報
告
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
丸
井
清
泰
は
精
神
分
析
学
の
立
ち
場
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
症
候
性

精
神
分
裂
病
な
る
も
の
は
そ
う
ま
れ
な
も
の
で
は
な
い
、
と
討
論
し
た
。
一
九
三
九
年
四
月
二
日
、
三
日
の
日
本
精
神
神
経
学
会
第
三
八
回

（
別
）

総
会
で
久
保
喜
代
二
は
「
精
神
分
裂
病
は
不
治
性
疾
患
な
り
や
」
で
、
分
裂
病
に
つ
き
「
寛
解
」
と
い
っ
て
「
治
癒
」
の
こ
と
ば
を
さ
け
る

が
、
そ
れ
が
「
治
癒
一
せ
ぬ
も
の
だ
と
い
う
の
は
独
断
で
あ
る
、
そ
れ
は
治
癒
す
る
が
多
少
と
も
「
癖
痕
」
を
の
こ
す
も
の
で
あ
る
と
の
説

分
裂
病
と
躁
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
な
ど
他
疾
患
と
の
関
係
の
研
究
か
ら
は
、
こ
の
の
ち
滿
田
久
敏
は
一
九
四
二
年
に
非
定
型
精
神
病
を
提

唱
し
、
ま
た
阿
部
良
男
は
一
九
四
四
年
に
混
合
精
神
病
の
研
究
を
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
非
定
型
精
神
病
は
重
要
な
疾
患
概
念
と
し
て
今
に

が
、
そ
れ
が
「
治
癒
」
せ
ぬ
“

が
妥
当
で
あ
る
、
と
の
べ
た
。
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さ
て
、
そ
れ
は
疾
患
単
位
で
は
な
い
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
通
俗
的
に
ひ
び
い
て
差
別
的
で
あ
る
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
現
在
「
分
裂
病
」

の
改
称
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
理
由
と
さ
れ
て
い
る
問
題
点
の
う
ち
に
は
、
過
去
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
早
発
癖
呆
か
ら
分
裂
病
へ

の
移
行
に
は
、
そ
れ
ら
が
内
包
す
る
概
念
の
か
な
り
重
要
な
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
ま
ま
で
み
て
き
た
と
お
り
で
、
名
称
の
言
い
換
え
だ

（
雛
）

け
で
は
そ
れ
は
定
着
し
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
問
題
は
お
も
い
今
日
的
な
意
義
も
も
っ
て
い
る
。

本
稿
の
内
容
は
、
最
初
新
海
安
彦
先
生
の
要
請
で
一
九
八
三
年
六
月
二
五
日
に
七
尾
会
で
報
告
し
た
。
つ
い
で
、
一
九
八
三
年
二
月
一
七
日
お
よ

び
一
九
九
四
年
二
月
一
九
日
の
二
回
精
神
科
医
療
史
研
究
会
で
報
告
し
、
さ
ら
に
一
九
九
四
年
五
月
一
四
日
横
浜
に
お
け
る
第
九
五
Ｍ
川
本
医
史
学
会

総
会
（
杉
田
暉
道
会
長
）
で
報
告
し
た
。
は
じ
め
の
き
っ
か
け
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
新
海
先
生
、
な
ら
び
に
、
ご
討
論
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
に
、
心

か
ら
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。

（
３
）
こ
の
最
新
の
も
の
は
、
弓
○
吋
匡
塵
の
巴
号
○
侭
曽
旨
昌
○
号
門
口
‐
５
冒
弓
目
里
旨
巨
巴
聾
四
房
胃
巴
Ｑ
四
朋
弐
口
豐
（
）
．
三
目
い
①
尉
隅
四
己

詞
里
胃
の
ｑ
国
の
竺
昏
で
３
三
①
自
切
弓
の
ご
昏
幻
①
急
囚
（
）
三
ぐ
○
盲
ョ
の
昌
弓
四
百
一
面
『
一
尉
庁
．
夛
引
西
○
》
⑦
曾
吊
く
伊
尼
罵
．

（
４
）
こ
の
最
新
の
も
の
は
、
シ
ョ
①
１
８
コ
も
め
胃
三
ｍ
目
の
シ
め
め
Ｏ
Ｑ
目
○
弓
口
国
唱
○
豊
、
四
目
聾
昌
尉
胃
三
曽
三
巴
旦
巨
の
三
四
一
目
め
Ｃ
ａ
①
尻
團
昌
吾

両
旦
言
ｇ
〕
↓
ロ
ゆ
旨
山
く
．
シ
ョ
国
月
智
冒
弔
嬰
の
亘
印
可
旨
勺
吊
朋
》
君
国
里
〕
冒
嗅
ｇ
〕
ロ
．
の
．
）
ら
程
．

（
５
）
西
丸
四
方
「
精
神
分
裂
病
の
歴
史
と
分
類
Ｉ
カ
ン
ト
か
ら
現
代
ま
で
Ｉ
」
、
横
井
晋
、
佐
藤
壱
三
・
宮
本
忠
雄
編
『
精
神
分
裂
病
」
一
’

二
二
頁
、
医
学
書
院
、
東
京
、
一
九
九
五
。
な
お
、
こ
の
経
過
を
記
述
し
て
い
る
貴
重
な
文
献
で
あ
り
な
が
ら
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い

も
の
に
、
齋
藤
茂
吉
「
呉
秀
三
先
生
を
億
ふ
」
、
呉
博
士
伝
記
編
纂
会
編
『
呉
秀
三
小
伝
」
一
○
三
’
二
六
頁
、
呉
博
士
伝
記
編
纂
会
、
東

（
１
）
「
国
民
衛
生
の
動
向
』
言
厚
生
の
指
標
』
第
四
一
巻
第
九
号
）
、
四
五
○
頁
、
一
九
九
四
。

（
２
）
臺
弘
「
精
神
分
裂
病
問
題
の
歴
史
と
展
望
」
、
懸
田
克
躬
ほ
か
編
『
現
代
精
神
医
学
大
系
」
川
Ａ
（
精
神
分
裂
病
血
）
三
’
二
八
頁
、
中
山
害
店
、

注
お
よ
び
文
献

東
苣了
勾、

、

一
九
八
一
・
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（
７
）
【
国
ｇ
①
言
》
因
》
界
旨
三
四
日
の
》
〆
苫
屋
．
昌
國
四
目
ゞ
目
目
①
芦
］
シ
ョ
百
○
印
旨
の
国
閏
昏
序
旨
凰
頤
ご
畠
．
こ
の
う
ち
分
裂
病
に
関
す
る
部

分
の
訳
は
、
エ
ー
ミ
ー
ル
・
ク
レ
ペ
リ
ン
、
西
丸
四
方
・
西
丸
甫
夫
訳
『
精
神
分
裂
病
」
（
《
精
神
医
学
》
第
八
版
Ｉ
）
、
み
す
ず
書
房
、
東
京
、

ヘ
８
）

〆
型

京
、
一
九
三
三
、
が

（
６
）
屍
国
①
己
里
冒
》
両
．
“
凶

印
①
叩
画
釦
↑
－
画
の
↑
“
冒
錘
や
④

（
９
）

へ

10
…

（
Ⅲ
）

一
九
一
二
年
に
弓
言
①
目
巨
葛
閏
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
が
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
と
し
た
患
者
の
追
跡
結
果
を
発
表
し
た
（
冨
里
の
『
ゞ
言
》
旨
の
『

息
『
ｇ
言
の
。
①
騨
胃
言
、
①
弓
‐
園
｛
ぬ
①
の
．
ｚ
の
貝
○
一
・
扉
胃
宮
國
言
曽
』
雪
山
霊
ゞ
ら
巴
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
数
年
後
に
患
者
の
か
な
り
多
く
は
早
発

癬
呆
の
徴
候
を
は
っ
き
り
し
め
し
た
し
、
ま
た
。
ハ
ラ
フ
ニ
ー
と
さ
れ
る
患
者
の
家
族
歴
に
分
裂
病
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
パ
ラ

フ
レ
ニ
ー
は
早
発
擬
呆
か
ら
区
別
さ
れ
る
疾
患
単
位
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
ク
レ
ペ
リ
ン
は
早
発
癬
呆
概
念
を
一
旦
樹
立
し
た
の
ち
に
も
、
そ
の
内
容
を
か
な
り
か
え
て
い
た
。
し
か
も
、
か
れ
の
著
作
の
細

部
に
も
ら
れ
て
い
る
早
発
瘻
呆
例
の
病
像
お
よ
び
経
過
は
、
か
な
ら
ず
し
も
「
早
発
瘻
呆
」
で
は
な
か
っ
た
。
文
献
（
７
）
（
原
書
九
一
○
頁
、

訳
本
三
二
頁
）
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
早
発
癬
呆
一
○
五
四
例
の
発
病
年
齢
は
、
四
○
歳
を
こ
す
も
の
が
五
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
三
○
歳

を
こ
す
も
の
は
二
三
・
八
％
。
ま
た
（
６
）
の
一
八
九
八
年
発
表
で
は
、
完
全
回
復
は
緊
張
病
の
一
三
％
に
、
破
瓜
病
の
八
％
に
み
ら
れ
る
、

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
早
発
瘻
呆
」
と
は
も
と
も
と
、
こ
の
病
気
の
お
お
ま
か
な
特
徴
を
あ
ら
わ
す
名
称
だ
っ
た
の
あ
る
。
さ
ら
に
す
す
め
ば
、

ク
レ
ペ
リ
ン
は
早
発
療
呆
を
み
ず
か
ら
解
体
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ク
レ
ペ
リ
ン
が
ク
レ
ペ
リ
ニ
ァ
ン
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で

あ
る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
厩
呆
概
念
の
変
遷
は
、
か
れ
の
教
科
書
の
全
版
を
そ
ろ
え
る
の
は
日
本
で
は
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
も
あ
っ
て
、

日
本
で
充
分
に
た
ど
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

、
万
屋
汚
拭
向
．
叩
勺
３
四
５
滞
号
『
ロ
の
白
の
三
国
も
国
Ｒ
ｏ
ｘ
お
呂
冒
呂
胃
①
己
の
唱
巨
目
①
）
・
ど
両
．
Ｎ
［
．
Ｆ
胃
三
豊
．
口
．
勺
嬰
目
尉
号
ｌ
ｏ
ｇ
旨
三
目
．

分
の
訳
は
、

一
九
八
六
。

、
后
昌
①
拭
両
．
叩
勺
員
）
四
汽
嗣
の
（

三
宮
の
〔
｝
‐
③
Ｊ
い
↑
四
句
’
一
つ
饒
昌
や
つ
蝉

団
扇
巳
①
瞬
両
．
“
ロ
①
目
①
昌
固

シ
、
ｇ
国
庫
国
〕
言
肖
唄
の
．
）
・
印
ロ
①

●

国
昌
‐
ロ
国
四
５
の
の
昌
己
も
『
○
四
弓
馬
Ｑ
輿
ロ
①
目
の
昌
国
［
）
吋
画
①
Ｒ
）
〆

が
あ
る
。旨

詳
］
四
吊
肖
“
①
○
（
）
×
○
・
①
『
（
胃
‐
戸
一
［
）
己
の

嬰
吊
凰
里
庁
門
目
四
一
吟
シ
宮
四
一
昌
侭

Ｑ
①
局
の
ｏ
宮
Ｎ
Ｃ
耳
目
四
］
耐
邑
．
言
い
国
四
コ
Ｑ
ご
匡
旦
］
旦
四
‐
勺
め
員
ｗ
三
里
ユ
の
（
言
淵
．
く
○
国

胃
．
困
践
房
》
刃
‐
祁
三
詞
口
①
昌
亘
〈
①
ゞ
Ｆ
旨
い
億
口
．
乏
房
。
ゞ
己
巨
・
訳
は
、
オ
イ
ゲ
ン
．

シ
一
億
．
Ｎ
｛
・
毛
ゆ
く
の
三
９
．
匡
常
〕
巴
同
言
質
計
ｌ
⑦
四
．
門
三
一
・
三
①
Ｑ
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（
船
）

（
Ｍ
）

（
略
）

（
昭
）

（
吃
）

（
Ⅳ
）
「
日
本
文
学
史
を
読
む
」
Ｖ
近
代
１
，
有
精
堂
、
東
京
、
一
九
九
二
、
に
初
出
。
谷
川
恵
一
「
言
葉
の
ゅ
く
へ
ｌ
明
治
二
○
年
代
の
文
学

Ｉ
」
二
一
七
’
二
六
四
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
九
三
、
に
再
録
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
当
時
の
パ
ラ
ノ
イ
ア
は
現
在
の
概
念
よ
り
は

る
か
に
ひ
ろ
か
っ
た
と
は
い
え
、
エ
リ
ス
の
よ
う
に
急
激
に
荒
廃
す
る
も
の
は
ふ
く
ま
れ
ず
、
こ
の
改
称
は
森
鴎
外
の
誤
り
だ
っ
た
と
み
て

よ
か
ろ
う
（
「
ブ
リ
ョ
ー
ト
ジ
ン
」
の
ま
ま
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
）
。

（
鴫
）
ク
レ
ペ
リ
ン
自
身
が
著
名
な
臨
床
医
だ
っ
た
国
の
ョ
言
ａ
Ｅ
ｇ
ゆ
く
○
二
の
豆
＆
ｇ
の
も
と
で
の
臨
床
経
験
に
つ
き
、
「
私
の
新
し
い
仕
事
か
ら

得
た
第
一
印
象
は
失
望
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
痴
呆
化
し
た
無
数
の
患
者
た
ち
は
、
馬
耳
東
風
で
あ
っ
た
り
、
厚
釜
し
か
っ
た
り
、
か
て
て

ひ
し
め

加
え
て
、
笑
止
や
ら
胸
く
そ
悪
い
や
ら
、
痛
ま
し
い
や
ら
危
い
や
ら
の
奇
妙
奇
天
烈
ぶ
り
で
、
そ
の
篝
き
は
ひ
と
を
棡
然
と
さ
せ
、
医
師
の

仕
事
は
無
力
な
も
の
で
、
大
方
は
応
待
の
た
ぐ
い
や
粗
末
至
極
の
身
体
的
な
手
当
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
精
神
異
常
の
そ
れ
ら
す
べ
て
の
様

態
は
、
学
問
的
な
理
解
を
絶
し
て
全
く
途
方
に
く
れ
る
の
他
は
な
く
、
こ
う
し
た
こ
と
が
自
分
の
択
ん
だ
職
業
の
至
難
を
感
ぜ
し
め
る
の
で

あ
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
（
附
ク
ル
ト
・
コ
ッ
レ
「
Ｅ
・
ク
レ
ペ
リ
ン
評
伝
」
、
エ
ー
ミ
ー
ル
・
ク
レ
ペ
リ
ン
、
岡
不
二
太
郎
、
山
鼻
康
弘
訳
編
『
精

ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
飯
田
眞
ほ
か
訳
「
早
発
性
癬
呆
ま
た
は
精
神
分
裂
病
群
」
、
医
学
書
院
、
東
京
、
一
九
七
四
。

早
発
癖
呆
か
ら
分
裂
病
に
お
ち
つ
く
ま
で
に
は
、
お
お
く
の
概
念
と
名
称
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
た
ど
る
の
は
本
稿
の
目
的
で

は
な
い
が
、
「
分
裂
病
」
の
改
称
を
目
ざ
す
な
ら
、
そ
の
歴
史
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
雪
三
質
目
自
国
員
９
房
ｇ
の
房
旨
三
四
ｇ
の
出
○
胃
‐
厨
の
言
ｚ
①
二
『
○
一
扉
旨
言
呉
『
暗
靹
ｇ
◆
弓
室
は
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン

ス
の
精
神
疾
患
（
分
裂
病
と
そ
の
周
辺
の
）
分
類
の
模
式
図
を
歴
史
的
に
な
ら
べ
て
比
較
し
て
い
る
（
藤
繩
昭
・
笠
原
嘉
・
村
上
仁
「
臨
床
類
型
」
、

懸
田
克
躬
ほ
か
編
『
現
代
精
神
医
学
大
系
」
叩
Ａ
（
精
神
分
裂
病
血
）
二
三
七
’
二
八
二
頁
、
中
山
書
店
、
東
京
、
一
九
八
一
、
に
よ
る
）
。

岡
田
靖
雄
「
私
説
松
沢
病
院
史
」
二
七
’
一
二
四
頁
、
岩
崎
学
術
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
一
・

榊
俶
「
東
京
府
廠
狂
院
患
者
統
計
表
並
二
精
神
病
原
因
ノ
追
加
」
〔
第
四
回
分
〕
（
東
京
医
学
会
雑
誌
、
第
二
巻
（
第
二
一
号
）
、
一
○
四
一
’
一
○
四

八
頁
、
一
八
八
八
）
が
、
一
八
八
三
年
一
月
か
ら
一
八
八
七
年
六
月
に
い
た
る
退
院
患
者
の
転
帰
を
あ
げ
て
い
る
表
を
み
る
と
、
偏
狂
患
者
二

一
○
名
中
で
、
妄
想
狂
一
四
○
、
自
殺
狂
一
○
、
放
火
狂
三
、
瓶
盗
狂
二
、
好
色
狂
二
、
嗜
酒
狂
二
三
、
道
義
狂
二
一
と
な
っ
て
い
る
。

菅
修
「
本
邦
二
於
ケ
ル
精
神
病
者
竝
ビ
ニ
之
二
近
接
セ
ル
精
神
異
常
者
二
関
ス
ル
調
査
」
『
精
神
神
経
学
雑
誌
』
第
四
一
巻
（
第
一
○
号
）
、
七

九
三
’
八
八
四
頁
、
一
九
三
九
。
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九
○
三

呉
秀
三

呉
秀
三

呉
秀
三

二
五
日
）
・

呉
秀
三

呉
秀
三

呉
秀
三

呉
秀
三

神
医
学
百
年
史
ｌ
人
文
史
へ
の
寄
与
ｌ
」
一
五
三
’
一
七
四
頁
、
金
剛
出
版
、
東
京
、
一
九
七
七
）
。

岡
田
靖
雄
「
淫
事
と
精
神
病
Ｉ
精
神
病
学
史
の
一
側
面
Ｉ
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
三
五
巻
（
第
一
号
）
、
一
’
二
五
頁
、
一
九
八
九
。

呉
秀
三
「
雑
抄
Ｉ
（
四
）
緊
張
狂
戻
煙
厨
弓
昌
の
こ
「
中
外
医
事
新
報
』
第
三
八
○
号
、
九
三
’
九
五
頁
、
一
八
九
六
年
二
月
二
○
日
）
。

岡
田
靖
雄
「
呉
秀
三
そ
の
生
涯
と
業
績
」
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
二
。

今
村
新
吉
「
呉
先
生
の
追
憶
」
、
呉
博
士
伝
記
編
纂
会
編
「
呉
秀
三
小
伝
」
一
五
七
’
一
六
一
頁
、
呉
博
士
伝
記
編
纂
会
、
東
京
、
一
九
三
三
。

呉
秀
三
「
緊
張
狂
二
就
テ
」
、
『
第
一
回
日
本
連
合
医
学
会
誌
』
一
七
九
’
一
八
○
頁
、
一
九
○
二
。
な
お
、
『
神
経
学
雑
誌
」
第
一
巻
（
第
二

号
）
、
一
五
九
頁
、
一
九
○
二
、
の
抄
録
は
「
反
緊
張
狂
二
就
テ
」
と
題
が
誤
植
さ
れ
て
い
る
。

三
宅
鍼
一
「
反
響
発
語
及
行
為
二
就
テ
（
忠
者
供
覧
）
」
『
神
経
学
雑
誌
」
第
一
巻
（
第
二
号
）
、
一
五
九
’
一
六
○
頁
、
一
九
○
二
。

呉
秀
三
「
発
揚
状
態
」
「
医
事
新
聞
」
第
六
一
七
号
、
一
○
○
二
’
一
○
一
四
頁
、
第
六
一
八
号
、
一
○
八
二
’
一
○
九
六
頁
、
第
六
二
三
号
、

一
四
九
二
’
一
五
○
二
頁
、
一
九
○
二
（
七
月
一
○
日
、
七
月
二
五
日
、
一
○
月
一
○
日
）
。

呉
秀
三
「
緊
張
狂
」
「
医
事
新
聞
」
第
六
三
三
号
、
三
二
五
’
三
三
三
頁
、
一
九
○
三
（
三
月
一
○
日
）
。

呉
秀
三
「
緊
張
狂
性
興
奮
状
態
」
「
医
事
新
聞
』
第
六
四
一
号
、
九
七
三
’
九
八
六
頁
、
一
九
○
三
（
七
月
一
○
日
）
。

呉
秀
三
「
患
者
の
「
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」
（
欝
憂
狂
及
び
早
発
痴
狂
）
」
『
東
京
医
事
新
誌
」
第
一
三
一
号
、
一
七
九
九
’
一
八
○
二
頁
、
一

「
早
発
性
癬
狂
ノ
鯵
憂
状
態
」
「
医
事
新
聞
」
第
六
五
八
号
、
四
一
七
’
四
二
九
頁
、
一
九
○
四
（
三
川
二
五
日
）
。

「
精
神
病
の
診
断
及
治
療
」
「
広
島
医
事
衛
生
月
報
」
第
六
八
号
、
二
三
三
’
二
三
六
頁
、
一
九
○
四
（
八
月
二
五
且
。

「
躁
欝
狂
ノ
発
揚
状
態
ト
破
瓜
狂
ノ
発
揚
状
態
卜
」
「
医
事
新
聞
」
第
六
七
六
号
、
一
八
六
一
’
一
八
七
四
頁
、
一
九
○
四
二
二
月

「
臨
躰
講
義
」
「
中
外
医
事
新
報
」
第
六
○
一
号
、
四
八
五
頁
、
一
九
○
五
（
四
月
五
目
。

「
臨
躰
講
義
」
『
中
外
医
事
新
報
」
第
六
二
三
号
、
三
三
四
’
三
三
六
頁
、
一
九
○
六
（
三
月
五
Ｕ
・

「
臨
躰
講
義
」
「
中
外
医
事
新
報
』
第
六
二
九
号
、
七
四
九
’
七
五
○
頁
、
一
九
○
六
（
六
月
五
Ⅱ
）
。

「
精
神
病
学
ノ
分
類
」
「
中
外
医
事
新
報
』
第
六
三
一
号
、
九
一
七
’
九
一
八
頁
、
一
九
○
六
（
七
月
五
日
）
。

二

○
月
三

H
O
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呉
秀
三
「
臨
淋
講
義
‐

呉
秀
三
「
臨
躰
講
義
‐

呉
秀
三
「
臨
躰
講
義
‐

呉
秀
三
『
精
神
病
学
一

呉
秀
三
・
北
林
貞
道

二
（
一
○
月
二
五
日
）
。

呉
秀
三
『
精
神
病
鑿
定
例
」
〔
第
一
集
〕
、
吐
鳳
堂
吾
店
、
東
京
、
一
九
○
三
年
（
四
月
一
七
口
）
。

「
明
治
三
十
五
年
東
京
府
巣
鴨
病
院
年
報
』
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
、
東
京
、
一
九
○
三
（
一
二
月
二
九
日
）
。

北
林
貞
道
「
明
治
三
十
四
年
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
事
年
報
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
一
巻
（
第
一
号
）
、
七
六
’
八
一
頁
、

岡
田
靖
雄
「
私
説
松
沢
病
院
史
』
二
五
二
’
二
五
三
頁
、
岩
崎
学
術
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
一
・

石
田
昇
『
新
撰
精
神
病
学
」
、
南
江
堂
書
店
、
東
京
、
一
九
○
六
（
一
○
月
一
五
日
）
。

三
宅
鑛
一
「
日
本
二
於
ケ
ル
破
瓜
期
二
発
ス
ル
精
神
病
二
就
テ
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
六
巻
（
第
四
号
）
一
七
○
’
三
一

石
田
昇

三
宅
鑛
一

月
五
日
）
。

呉
秀
三
「
精
神
病
ノ
名
義
一
一
就
キ
テ
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
七
巻
（
第
一
○
号
）
五
四
九
’
五
五
三
頁
、
一
九
○
九
二
月
五
、
）
。

思
国
二
○
国
に
「
偏
執
狂
」
を
あ
て
る
こ
と
が
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
当
時
で
あ
る
か
ら
、
ロ
の
ョ
の
目
四
目
目
ロ
（
）
己
①
⑳
に
は
「
妄
想
性
厩
呆
」

よ
り
は
「
偏
執
性
癬
呆
」
あ
る
い
は
「
類
偏
執
擬
呆
」
の
語
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
呉
は
こ
の
あ
と
「
偏
執
性
凝
呆
」
の
語

呉
秀
三
「
精
神
病
診
断
法
」
、
治
療
学
社
、
東
京
、
一
九
○
八
年
（
八
月
二
六
日
）
。

門
脇
眞
枝
「
精
神
病
学
上
の
訳
語
に
就
き
て
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
一
○
巻
（
第
一
号
）
一
九
’
一
二
頁
、
一
九
二
（
四
川
五
Ｕ
・

荒
木
蒼
太
郎
「
狂
疾
ノ
類
別
」
「
神
経
学
雑
誌
』
第
四
巻
（
第
五
号
）
、
一
二
七
’
二
一
八
頁
、
一
九
○
五
（
八
月
五
日
）
。

門
脇
眞
枝
「
討
論
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
四
巻
（
第
五
号
）
、
一
二
八
’
二
二
○
頁
、
一
九
○
五
（
八
月
五
日
）
。
な
お
門
脇
に
よ
る
「
精
神
病
学
」

（
一
九
○
二
年
）
は
早
発
性
癬
呆
を
い
れ
て
い
な
い
。

を
も
ち
い
て
い
な
い
。

「
臨
淋
講
義
」
『
中
外
医
事
新
報
」
第
六
三
一
号
、
九
一
八
’
九
一
九
頁
、
一
九
○
六
（
七
月
五
日
）
。

「
臨
躰
講
義
」
『
医
事
新
聞
」
第
七
一
三
号
、
一
七
四
○
’
一
七
四
一
頁
、
一
九
○
六
二
一
月
二
五
且
。

「
臨
躰
講
義
」
『
中
外
医
事
新
報
」
第
六
四
一
号
、
一
六
四
八
’
一
六
四
九
頁
、
一
九
○
六
（
一
二
月
五
Ⅱ
）
。

『
精
神
病
学
講
渡
速
記
」
、
東
京
医
会
、
東
京
、
一
九
○
七
（
九
月
二
三
日
）
。

ゞ
北
林
貞
道
「
早
発
痴
狂
己
①
目
①
昌
国
冒
胃
○
×
の
鑑
定
例
」
「
国
家
医
学
会
雑
誌
』
第
一
八
六
号
、
五
一
九
’
五
三
○
頁
、

一
九
○
二
（
四
月
一
日
）

ハ
頁
、
一
九
○
七
（
七

一
九
○
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（
閲
）

（
粥
）
荒
木
蒼
太
郎
「
精
神
病
理
泳
釈
」
、
吐
鳳
堂
書
店
、
東
京
、
一
九
○
六
（
六
月
一
五
日
）
。

（
別
）
荒
木
蒼
太
郎
「
精
神
病
学
枢
機
」
、
吐
鳳
堂
書
店
、
東
京
、
一
九
二
年
（
九
月
一
三
日
）
。

（
弱
）
遅
々
久
齋
「
精
神
病
学
綱
要
』
、
高
松
舞
、
大
阪
、
一
九
二
年
（
五
月
一
Ｈ
）
。

（
弱
）
岡
田
靖
雄
「
戦
前
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
た
ち
ｌ
松
原
三
郎
、
齋
藤
玉
男
、
石
田
昇
ほ
か
Ｉ
（
上
）
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第

四
○
巻
（
第
三
号
）
、
二
五
五
’
二
七
九
頁
、
一
九
九
四
。

（
師
）
松
原
三
郎
「
所
謂
発
作
性
妄
想
狂
ヲ
論
ズ
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
二
巻
（
第
二
号
）
、
一
八
八
’
一
八
九
頁
、
一
九
○
三
。

（
粥
）
松
原
三
郎
「
精
神
病
ノ
分
類
二
関
ス
ル
私
見
」
「
金
沢
医
学
会
会
報
」
第
一
号
、
二
一
’
三
七
頁
、
一
九
一
○
（
三
月
一
○
且
。

（
弱
）
松
原
三
郎
「
精
神
病
の
分
類
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
一
三
巻
（
第
七
号
）
、
三
二
四
’
三
二
五
頁
、
一
九
一
四
（
七
月
五
日
）
。

（
帥
）
松
原
三
郎
「
偏
執
病
問
題
」
「
神
経
学
雑
誌
」
第
一
七
巻
（
第
五
号
）
、
三
二
六
’
三
二
九
頁
、
一
九
一
八
（
五
月
五
日
）
。

（
田
）
こ
の
問
題
は
芦
原
金
次
郎
（
一
八
五
○
’
一
九
三
七
）
の
死
ま
で
結
着
し
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
内
村
祐
之
は
晩
年
の
か
れ
を
慢
性
躁
病
と
み

て
い
た
。
だ
が
、
躁
的
で
な
い
時
期
に
も
、
し
ば
し
ば
荒
唐
無
稽
な
誇
大
妄
想
が
つ
づ
き
、
生
活
態
度
の
乱
れ
が
目
だ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

妄
想
瘻
呆
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
ク
レ
ペ
リ
ン
は
パ
ラ
ノ
イ
ア
（
偏
執
病
）
を
内
因
性
痴
呆
と
は
く
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、

パ
ラ
ノ
イ
ア
と
診
断
さ
れ
た
も
の
で
妄
想
厩
呆
に
移
行
す
る
も
の
が
お
お
か
っ
た
の
は
事
実
で
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
の
疾
病
学
的
位
置
づ
け
は
現

在
も
完
全
に
は
確
立
し
て
い
な
い
（
そ
れ
は
理
念
型
と
し
て
だ
け
存
在
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
か
）
。
妄
想
が
中
軸
で
あ
る
疾
患
を
ク
レ
ペ
リ

ン
体
系
の
な
か
で
、
進
展
し
て
く
る
情
意
減
弱
、
人
格
変
化
、
「
驍
呆
」
の
重
さ
に
よ
っ
て
、
無
乃
至
軽
度
の
も
の
か
ら
配
列
す
る
と
、
パ
ラ

ノ
イ
ヤ
ー
パ
ラ
フ
レ
ニ
ー
ｌ
妄
想
癬
呆
と
な
る
。

（
他
）
松
原
三
郎
「
治
癒
ス
ベ
キ
早
発
癖
病
型
二
就
テ
」
『
神
経
学
雑
誌
」
第
一
八
巻
（
第
九
号
）
、
四
二
一
’
四
三
一
頁
、
一
九
一
九
（
九
月
五
Ｈ
）
。

（
銘
）
た
と
え
ば
、
（
４
）
に
あ
げ
た
ロ
の
三
‐
弓
で
は
、
気
分
に
一
致
し
な
い
妄
想
や
幻
覚
が
気
分
障
害
（
躁
う
つ
病
圏
）
に
と
も
な
う
こ
と
、
ま
た

緊
張
病
性
の
特
徴
を
と
も
な
う
気
分
障
害
の
存
在
を
み
と
め
て
い
る
。

（
“
）
呉
秀
三
「
ク
レ
ペ
リ
ン
ノ
新
著
二
於
ケ
ル
早
発
癖
呆
ノ
分
類
」
『
口
新
医
学
』
第
三
年
（
第
二
号
）
、
一
六
一
三
’
一
六
六
一
頁
、
一
九
一
四

呉
秀
三
一

（
七
月
）
。

呉
秀
三

「
早
発
性
癬
呆
」
「
神
経
学
雑
誌
』
第
一
二
巻
（
第
九
号
）
、
四
五
一
’
四
五
三
頁
、
一
九
一
三
（
九
月
五
日
）
。
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（
侭
）
下
田
光
造
・
杉
田
直
樹
『
最
新
精
神
病
学
」
一
七
二
’
二
○
三
頁
、
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
一
九
二
二
（
三
月
五
日
）
。

（
的
）
石
川
貞
吉
「
ク
レ
ッ
ッ
メ
ル
氏
ノ
体
型
及
ビ
気
質
論
（
紹
介
ご
「
神
経
学
雑
誌
』
第
二
三
巻
（
第
九
号
）
、
五
七
三
’
五
八
三
頁
、
一
九
二
四
（
三

（
師
）
杉
田
直
樹
「
精
神
病
の
命
名
竝
に
彙
類
に
就
て
」
（
下
）
「
神
経
学
雑
誌
」
第
一
九
巻
（
第
五
号
）
、
二
四
五
’
二
五
一
頁
、
一
九
二
○
（
五
月
五

（
髄
）
三
宅
鑛
一
「
ブ
ロ
イ
レ
ル
の
シ
ゾ
フ
レ
ニ
ー
に
就
て
（
臨
躰
講
義
）
」
『
神
経
学
雑
誌
」
第
一
三
号
（
第
四
号
）
、
一
九
一
頁
、
一
九
一
四
（
四
月

（
科
）
雑
報
「
精
神
神
経
学
会
懇
親
会
」
「
精
神
神
経
学
雑
誌
』
第
四
○
巻
（
第
四
号
）
、
三
三
三
頁
、
一
九
三
六
（
四
月
二
○
日
）
。

（
巧
）
林
道
倫
・
勝
沼
精
藏
・
齋
藤
玉
男
・
内
村
祐
之
「
精
神
神
経
病
学
用
語
統
一
委
員
会
試
案
」
「
精
神
神
経
学
雑
誌
」
第
四
一
巻
第
四
号
附
録
、

へへへ

737271
ー…ー

（
川
）

（
万
）

（
柘
）

（
沼
）
前
記
試
案
は
一
九
三
七
年
五
月
八
日
・
九
日
の
第
三
六
回
日
本
精
神
神
経
学
会
総
会
（
林
会
長
）
で
論
議
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
記
録
に
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
。
荒
木
直
躬
、
大
熊
泰
治
を
委
員
に
く
わ
え
て
の
委
員
会
原
案
は
一
九
三
八
年
四
月
三
日
の
第
三
七
回
日

月
五
日
）
ｃ

今
村
新
吉

一
九
二
七

杉
田
直
樹

久
保
喜
代

内
村
祐
之

日
一〆

0

五

｜｜
ー〆

四
五
頁
、

林
道
倫
屋

月
二
○
日
）
〈

口
Ⅱ
）
０

石
川
貞
吉
「
神
経
精
神
病
学
用
語
（
精
神
病
学
之
部
）
統
一
委
員
会
試
案
読
後
感
」
「
精
神
神
経
学
雑
誌
」
第
四
二
巻
（
第
五
号
）

四
五
頁
、
一
九
三
八
（
五
月
二
○
日
）
。

林
道
倫
「
精
神
病
学
用
語
統
一
試
案
に
関
す
る
覚
書
」
「
精
神
神
経
学
雑
誌
」
第
四
二
巻
（
第
五
号
）
、
四
四
六
’
四
五
七
頁
、

一
九
三
七
（
四
月
二
○
Ｈ
）

『
小
精
神
病
学
」
〔
第
九
版
〕
九
二
’
一
○
八
頁
、
一
九
三
七
（
四
月
五
日
）
〔
第
一
版
は
一
九
二
八
年
五
月
一
日
〕
。

一
「
追
加
」
『
神
経
学
雑
誌
」
第
三
四
巻
（
第
六
号
）
、
五
八
七
頁
、
一
九
三
二
（
五
月
二
○
日
）
。

「
精
神
病
学
用
語
ノ
邦
訳
二
就
イ
テ
」
『
神
経
学
雑
誌
」
第
三
六
巻
（
第
七
号
）
、
五
九
七
’
六
○
三
頁
、
一
九
三
三
（
一
○
月
二
○

「
精
神
分
離
症
ノ
心
理
学
的
説
明
原
理
ト
シ
テ
ノ
社
会
的
本
能
欠
陥
」
『
神
経
学
雑
誌
」
第
二
八
巻
（
第
一
号
）
、
六
三
’
七
四
頁
、

（
八
月
二
○
Ⅱ
）
。

一
九
三
八
（
五

四
四
○
’
四
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（
別
）
久
保
喜
代
二
「
精
神
分
裂
病
は
不
治
性
疾
患
な
り
や
」
『
精
神
神
経
学
雑
誌
」
第
四
三
巻
（
第
六
号
）
、
四
四
二
’
四
四
三
頁
一
九
三
九
（
六
月
）
。

（
鼬
）
精
神
科
に
お
け
る
学
術
用
語
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ち
か
く
く
つ
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）

へへ

8079
…曾

案
」
に
二
一

壽
弟
一
蹄

荻
野
了

大
成
潔
一

二
九
、
）
。

本
精
神
神
経
学
会
総
会
議
事
で
賛
成
を
え
た
。
そ
の
「
精
神
病
学
統
一
用
語
第
一
次
案
』
は
「
近
日
印
刷
完
成
次
第
会
員
二
配
布
ス
」
る
こ

と
、
三
年
後
に
必
要
に
応
じ
改
正
委
員
会
を
も
う
け
る
こ
と
も
議
決
さ
れ
た
（
「
会
告
」
『
精
神
神
経
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
〔
第
四
号
〕
）
、
一
九
三

八
（
川
几
二
○
日
）
）
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
第
一
次
案
』
の
現
物
を
わ
た
し
は
確
認
し
て
い
な
い
、
ま
た
改
正
委
員
会
が
も
う
け
ら
れ
た
と
の

記
録
も
み
て
い
な
い
。
印
刷
事
情
は
わ
る
く
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
印
刷
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
雑
誌
本
体
と
別
に
な
っ
て
い
て
、

の
こ
り
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
九
年
の
『
精
神
医
学
統
一
用
語
集
」
の
ま
え
が
き
に
は
『
一
九
三
七
年
の
こ
と
し
か
し
る
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
と
き
の
委
員
だ
っ
た
人
た
ち
は
、
一
九
三
七
年
、
一
九
三
八
年
に
は
新
進
の
学
徒
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
た
ち
が
「
第
一
次

案
」
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
そ
れ
が
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
語
で
記
載
し
て
い
て

「
第
一
次
案
」
に
注
目
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
謎
で
あ
る
。

荻
野
了
「
慢
性
躁
病
二
関
ス
ル
私
見
」
「
精
神
神
経
学
雑
誌
」
第
四
○
巻
（
第
八
号
）
、
六
五
九
頁
、
一
九
三
六
（
八
月
二
八
Ｕ
・

大
成
潔
「
所
謂
症
候
性
牌
言
国
呂
言
の
己
の
二
就
テ
」
「
精
神
神
経
学
雑
誌
』
第
四
一
巻
（
第
六
号
）
、
四
五
○
’
四
五
二
頁
、
一
九
三
七
（
六
川
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HowDidJapanesePsychiatristsReceiveConceptionsof

DementiaPraecoxandSchizophrenia？

bvYasuoOKADA

BeforetheintroductionofEmilKraepelin'ssystemofclassificationofmentalillness,severalsystems

coexistedinJapanesepsychiatryandtheterminologyofmentalillnesswasunclear.Shdz6Kur6,after

hisstudyunderKraepelininHeidelberg,camebacktoJapaninl901.ThenextyearKureandKinnosuke

Miura(neurol()gist)foundedtheJapaneseSocietyofNeurology(now,theJapalleseSocietyofPsychiatry

andNeurology).KurCintroducedKraepelin'ssystemofclassification.Ittookaboutadecadeformost

JapanesepsychiatriststoacceptKraepelin'ssystem.OnlyafewpsychiatristscriticizedKraepelin's

conceptionofdementiapraecox.

EugenBleuler'sconceptionofschizophreniawasacceptedwithlittlediscussion・Asfortrallslation,

threedifferentwordswereusedfor"schizophrenia".Itwasinl937thattheJapaneseSocietyof

PsychiatryandNeurologydeterminedtheJapaneseequivalentof@@seishin(mind)-bu'1retsu(splitting)-

by6(disease)''forschizophrenia.
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